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議 注 申込 多 芝 な る 時 は 講演 時 間 の 短縮 又は 申込 順に よ ょ 5 講 絶 の 止む | 


を 得 ざ さる 事 あ る ベ べし o 

参 老 展 覧 合 に 出品 希望 の 方 は 出品 目 鉄 並 に 許 明 書 を 殿 附 きれ た Lo 
43 AR QABRe. O45 O(a) CORBI eS 
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EMD ZL, FC IK O MD BE OW EE, AHH OSORM 


eid, 本 山地 殆 ん ど 全部 に 堅 り て , 極め て 廣 く 多 敷 に 分 布 し , その 或 る も の 
BRE CBIOR £ し て , HEMI Eb aut ABE, SOWIE 
By RBS ILA 2 LE, ROE hI ee RAB EDIE 
LC FE CHE Sais oA EMAL COROM 8 LATA 8, 
ADK BIS USAD SBIRIS LC, BUR MERRIE MTOM IIB 


SHG OSBIRDOS ¢ id, HE UTRROBKE MLO, LACS VOW 
HAGA AP TSI, 往々 多量 の i 磁 琉 鐵 確 等 を 件 な ふ BNC, 朝鮮 各 


HO Bl AL, IGE A ITED —- — MO a 3 lk, KOMIK BIES J 
1 BBB Ries 6% 201, 昭和 6 年 , BBs te Tk, 昭和 8 年 
Ts 9 < 


> 4 


北上 山地 は BARE ERSTE O — Hib し て , THARAMAROR 


る 資源 と し て , REIS 2D AXBU. LLOOWRORE MY SE 
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こと ょ と あり, また 多少 の HSNO, CLIK, DUG EADE, DEMME: 2 Pe ~ Eb, Th 
BLS, 金銀 或 は 人 金銀 銅 磁 等 と 認 む べき 程度 の も の な さく , 比較 的 稀 な る 成 
分 と し て は , 宮城 緊 大 谷 人 金山 岩手 雌 今 出山 金山 等 に , 2b 0 FED 2 BE L, 
岩手 懸 世 田 米 金山 に 重石 Cscheelite) を 産 す 。 こ の 外 岩 手 紫 野尻 金山 に , 六 
“2 F ue Ahi Csylvanite), JU Fv 2 eS (petzite) w HEL SABA E 
BFA CHAD DIC HE Lo ; 

CH EOBMNKO 大 部 は , 1E MDI Mea DE Bea O 比較 的 小 な る 店 
PURO, それ ら に BdRKS TE, be, 甘 性 火成岩 等 の 中 を 買 
ぬき , 一 部 は それ ら の 花 賠 内 終 岩 , 石英 内 終 岩 等 の 中 に 及 べ ども , FAS 
に 於 ける が 如く , 花 周 了 内線 岩 の 大 な る 蜜 出 選 域 内 に は , MOT CORRS 
KPT EIUOM 6, WHI TEE 6 OFM FILS 6, Taro hk 
OD CBRE BRAT OMO BURKS 225 OM Id SB ERR 
MERIT DBA MOM Aas, CAricfEs SEDO ME &, BL 
LUPARREICBS 400M Lo 

KE ote b6 OF MIZE 

I. PAR HARK A, 砂岩 , 石原 岩 等 の 中 に 義和 達 する も の 
(a) Pe A TRIB T B&O 
例 大 谷 金山 本 塊 磯 床 , TH LAR a BS 
Cb) Beier A TF DIC BB 5 %DO 
Bil RT BS 
正中 生 代 ま た は 古生代 線 色 岩 類 中 に 姜 達 する も の 
Lee obits 2 By bi, — MMOLE Ie LCM IC See UR 
ge somnas dy oie vie ck We 
TETEEN Po ARH ICM» “Su S0HG Fela ROLE EG. ATER IE FEED 


ICIS CART BOGRERC £2 c Ueaile > CaaS ie SEO T 
MICMI SL OOM, MAMA Ara rrk SMAS し 。 
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BASEN GREK, ORE A: eR 
この 外 古 代 そ の 名 を 知ら れ し 気 仙 郡 水 の LDR Mn S Uo, TEE Ht 
中 に 存する も の の 如く , I KUL O(a) も 一 部 は 往々 花 則 較 線 岩 に 及ぶ 。 
KEANE LO 5 Bik EPR OTE MD BIC Bad tuts SBS 
て , PA e Fo § —ASBRIRIS UT, 北上 山地 の 金 確 床 中 代表 的 な ぁ も の の 
ーー な る を 以 て , ここ に 筆者 の 前 後 二 回 の 調査 の 結果 報告 すべ し 。 
fli 置 Rk び 地 有形 

KCB BUEER SB iit O ACIS L, HER KE SI LY 
| 5 ら る 。 そ の 位置 中 部 北上 山地 の DEBATE <, ARREARS LR 
生 と 下 大 和 菅生 と の 中 間 に 於 て , 南東 一 北西 に 走る 丘陵 性 山地 に 局 し , PROB AT 
72 © ODE BW NS BRET OR BRT 22 & OPE RTC So Ze DH SAA LR 
K OAG WO He (AYO) 12 FEES CHB L, SAK ORI ILE SHAM 
に し て 事務 所 に 達し , THE OBI RA AE 2 FIC TT, REA OC IL PRE 
PETS SK, HRM OCF 
PSR ta 8 FAAS BBE Ze 30 
UC, 事務 所 と 元 山 探 礁 所 と 
は , BRAC AS Ree AE Sees 
SPVRWILIS £ OCHRE L, eee 
| また 事務 所 と 東北 本 線 矢 幅 of Nero ie 
Bet (katy 8 FOF SEH 
KOTW ET - 

BEAR BL EAE AE OE 
PROT 附近 に あめ り , その 
東北 一 帯 は , 地形 上 極 め て 


Me a 


A 4 


Kee HAE B 1 BO SE Hb El 
G Fei Abia SRR 


4S 1000 4 > aS AB th Th KB ae, 114 


iS 7e BRED B MERE IK LKR < BEET Ar & Bb, S OBEMAS ULB RI 
837 JK), 東北 に は 657 米 高 地 , ACA AS kD > HU て 同 724 米 ), PEE AS EES 
山 ( 同 607 米 ) 西 南 に は 大 菅生 金山 ( 同 466.5 米 〕 の 隆起 を 見 , それ ら の 符 面 
ょ り め 集 まる 水 は , 乙部 川 と な つて 西 に 向 ひ , ABA, WB PHILO 間 を 突破 し 
て , それ ら の 西側 に 接 が る 北上 川東 和 崖 の 開 析 段 丘 地帯 に 出 て , 雨 側 に 泊地 を 
振 げ つ ヽ 北上 川 に 達 す 。 ; 

KEANE AELO AW CAG LO PAT BLP t EROS Re BEVE 
PRC UT, (SSR KO 西北 に 連なり め , 北 は 乙部 川 の 谷 に 断 た れ , 西 は その 
支流 虫 壁 川 の 谷 を 隔て ゝ 開 析 段 丘 地 に 敵 す 。 

地 2 @ & 

前 記 の 地形 は 地質 と PARE OBR 44a L, RHO MEIC Ik Et UC ER 
MaO gs 7e bl, BOMBA £ UCRERMOMEEAA & OMS 
AD SRA IL tO AE AALS UC, BOBO 2 5ST, BUC IZ BIS DHE 
抗 比較 的 大 な る ぁ る ため , BK AUS GENT SILK L, Str b OFAC REA し で 
eR Ze Te S EMDR Ik, 粗 粒 に UC US 6, ad t 1b USK 
(BABES Geute Sted, Ai PRT IBIS LOM UT, LOMOAWOR 
(HBAS BH %& Olek, AS Le see BPAY SIL, FCM PASE NK HA TB BR < BRE 
せら る 2 


前 記 の 臨 基 性 岩石 は , SHE RPS IS し て , Wie es CHL, © tv4e Wt ・ 


し て 観 祭 す る に (第 三 園 参 照 ) 主 と し て 基 性 笛 長 石 の 板 基 断面 と , その 間 を 
FETS DRAM & 080, HIME EE Cophitic texture) を 有 し , BERK EH 
OED LEBad GH > b, BBL CHE RAIRO MBI Lb L, Bt 
長石 は 分 解 し , 9 2 Fai 'eCaralite diabase) 32 LSabHERE Yt (epidiabase) と 
HST Lo | | 

Ri & b, ABODE ICES 2 MMPI, ES ROMERLEE D, 


a 115 BT R 報 x 本 1010 5) 


ARRAS & i 2 O CASAL EL AEST SED, 或 は 更に RRR TOBKO SG 
BRA, iA ADKORHE AS 4e4t OT, ov 7 ov 7 SEE 2 A RES 
BEA 4 (plagioclase-diopside-fels), PLE A BAP (plagioclase-biotite- 
amphibolite) 42 70, BABA Oph eH At Oo WBS MEIC HAT 
OPA Oo 

花 賠 内線 岩 は 白色 中 粒 の 岩石 に し て , Baas PILE t UT ARAORL 
乃 本 征 自 形 結晶 と , その 間 を 充填 する 石英 を 主 と し , これ に 多少 の 黒雲 母 及 


第 = 


5 a TBC と の 境界 は 一 部 推定 ) 
d hikes G 4tiiAtea K Ase aRER 


ON A 2 AAT AE b, BALOALHE Be aK MS Bor id, 往々 多少 
細 粒 に し て , ANB US, REECE AIC BIL To 

以上 の うぅ ち , REL AE EEA [i ROK EB SY 22 HM LL, AAR Zo Ze Es ath 
Whee hte, TERR IE は それ ら に 園 ま れ , HE 4 EP AE 2 FERRO PS 
* Blithe FD, 盆地 の 許 に の み 現 は る 。 こ の ぅ SEMA D, i Aba 
を 旨い て , 後期 に 導入 し た る 事 邊 は , BA DRA UK DE 7% BLN Te BE 
ある の みな ら す 。, 大 管 生 金山 径 星 塊 品 附近 及び KE, RASA SHET, 
EMDR Oak ORLUIE LS ale L, 或 は 不 規 則 網 基 を 成 し て , HE 
Phe p eva 6 AIC KOT BHD Oo 

ZOEK TEA PE 1H, 金鈴 塊 唱 西方 等 に は , VIREO C REP IE 

aa: JES pe も の あり , Ctrwiy & し て 観 祭 す る に 
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+L UCHBULELE A ¢, 石英 の な の 集合 よめ 成り , CNRIEPRBOREBE C, 
BRN t AERO, この うぅ bRRAD 一 部 分 は , AIOE ewe 
ども , MIS PO BIRIES UL, ABE b CRAKE: (mnicro-granophyric 
intergrowth) を 成 し , 更に 一 部 は 極め て 微粒 の 石英 と 共に , WE Pe IR 
(microgranitic aggregate) を 成 UT, 5 OBE OBA nO) [i] ak 
HOY HUM OUTED AIR OBER (quarts keratophyre) 
と し て 記載 し た る も の の 性 質 に 一 致す れ ど も , MRAM L, OH 
阜 性 を 卒 か むる 能 は ず , そ の うぅ も 徹 文 祭 共生 を 成す も の は , 重 屈折 や ヽ ゝ 高く 
屈折 卒 低く , 費 長 石 と 認め ら る ゝ も , BHM LS LOW LA RRA 
(oligoclase) (23 & DH Lo 

本 岩 の 多 少 分 解 し た る も の は , 葛 Spd O— MILA C 2, RBA eA 
YS, HERO) ARM L, & PAR CHS Ck, SSE OD Dae 
Ba AEC, if REISE OMB Ze. も 形成 し , TEM DRA CIE OU る を 示 
せり のり 。 > 

hE OD 布 

AR HDI O) GG Ik; PASH OMEIRIS UC, S Ome ik WD CTE MR 
OE AAR BAGEL, HL EO RECA CK LE tO BEA BT BSE 
LORCA IS, 中 に も 最も BBA’, KAHORMICAAI, その BHR 
ZeHva< KE AWIRIC LC, SOCAL SAMIR MEY, TOM 
本 岩 の 西 絞 に 近く , WH ES DUREE & EF CHR GS ob HO, RAOILH 
ALS 5 /\ EOE &, —TEPRIY 6 tts Oo 

この うぅ もち 最も 重要 な る は , KSA SPURS UT, Pb U CADENCE 
て 記載 すべ し 。 


1) es (Ui i ACE BE, 52 A, 大 正 4 年 。 
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i Mk Oo FH HK 

5 fi 
Kies BUR ILE & DC AROBTZL aE (sheeled zone) に 沿 5 CHAS 
PRIS OT, その 走向 北約 35 度 西 に し て , (ARPT I 30 je THA 40 度 , その 


HEE ILA IERIE D GF LHEL &, 南 は 現在 紫波 金山 に て PRP OBEN 
に 連なる べき こと 殆 ん ど 夏 な く , 北 は 恐らく 466.5 K= fg Mise + CHS 
る を 以 て , SONI UY SABER Ik, 2000 米内 外 に 達 すべ し 。 但 し その うぅ 
DAPRRAT IK 有利 な る は, PAP ILS 1000 米 に て , 従 來 探 掘 せら れ た る 部 分 

第 


A MAE Aa ATES Cx 120) 
は , 2D 5 HH) 500 米 に 過ぎ ず , それ よめ 以 南 は MOMS BEN, SLR 
BY BLAS O HE LD &, Lae IMLS 2 WNIRILIE 2 WERE Ls BAS 08S 2 部 
分 WEBI る を 発 れ ず 。 
RIDA NCHS By HL LECEIC RHIC OC 400K, aH 2 OMA 
HE 200 米 以 上 に 達し て , (LUUR IL AG > TRE HR BEY 
DAWKOLEF SILEBGNNK KOT 相 培 ある こと 勿論 な れ ど る , 従来 稼 行 せる 部 
分 , BN 6 HEHE 500K, 傾 狼 に 沿 ひ て 400 KL EAs AO, BY DORMER, 
を の 則 大 部 は 7 米 以上 に 達 す 。 


本 104C 8) ae BM BK iif 118 


= ORAWRO LBRO, SPITZ OL =O NWR ©, 目下 探 確 中 な 
ALES, 規模 大 な る 部 分 に 達せ ず 。 
KK SE O id 
ASBENRO KB lk he EE ep %e ERAT Eb, 一 部 は FE DR a HPS 
及び , FEVERS BUCHS TABLE LS Ke ee & 2b, HE mea Pc Advis 
RLU WEAR L, 且つ 屋 々 分 岐 せり 。 - 
特に 注目 に 値する は , GHIRO LEBEL PRICY 9 う て , TERR O ob et 


重 膜 構造 及び リボ ン 構 造 に ょ る 締 を 示す ( 宮 物 当 ) 


を 見 る こと に し て , RE, FARMS, EA, 第 九 十 寺 道 間 等 に その 好例 を 
見 , CORO \ AUR ILE MD BRO RBI PAC, AZRIEL ALO 
に て , COBIRIATAESTA A SEIS CHS Lo LAUR < Ik TERI 
岩上 導入 の 際 , を その 馬 く 凝固 する に 先立ち , こ れ に 接する 終 色 基 性 岩 中 に , そ 
工 界 に 下行 な る 運動 起り て , OBB Csheeled zone) BH: Uy BHO 
MILE OM ABA LHI E 0, し か も この 種 の 運動 は , TORS RA 
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MUAH, MSO BIRCH 5 CHUBRMRS EU, CLIC AER ROR 
WEI 6 BURAK O NEA % Sh, WIR 2 BT (CBS BOM UT, COBIBWARD 
方 向 が , FH CREA BOWERS IE SPF KS OAK OF, その 延長 の 方 向 に 
(SPST SPA, その 成因 上 岩 此 の 運動 また は その 冷却 tHe 
開 係 を 推定 せ し む る に 足る 。 
mh の HK € 

REO BYZS re Li KO ROR Tae £ OM OD, BMRA Str 6 
を 充填 せる ぁ る ため, Fea OWE PFT IC RAC, 調 は の る 重 膜 構造 Csheeted 
structure) を 生じ , 特に その 上 下 WBRICBES BMI, Hilo CWE A 2 Hh 
構造 を 呈す る 部 分 多 し (第 四 園 参照 )。 © eet . 

加 ふ る に , これ に 下 行 な る 運動 は , CRIA ORE Pl 8 BE LK BB OD 
MNS , BAKA OBRA OID b, BILZBOPMTRARMILED 2, IB 
の る リボ と 構造 Cribbon structure) Ze & PZ Cs HiTALALIN, (amt O bite 
化物 は ; 特に これ . 6 Oe WwW) CHP lL, COMIC ME eR Ot 
め , a areas — JEU  AILBD 0. 

ZALGE ONE MSDE, CRUCIATE S TO ROME OFF-AE &, AVEKO 
—-O#S USA UT, これ 前 記 の 運動 が , DHE OE 75 (SBE S BUT 
る を 示す も の と 見 る べく , CNOOMAMC AB HMLA GRA, その 
IZ S7EX 30 cm 内 外 に 達 す 。 礎 須 の 細 曲 部 は 往々 を これら の 断層 の た め 中 断 
せら れ , MIAHOT HES 6 場合 あめ, 第 13 SSSR RO 北部 東側 に 各 そ 
の 好例 あ 0 é 

DOM ¢ , ERD ATEEAR CORERIC IE PAT MC 9 て 
HORE ORE Bd KEK Str, ANRIE I OAMRIL, TPC KOT UK SMR LE 
KEM UTIL, それ 自身 更に WAYS 1 至れ る を 見 る べし 。 し か る に 

の 後 こ れ と 異な る 運動 の た め , この 方 向 と 直角 に 近 き 断層 を 生じ , HANKS 
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BEC MAILS A, ACARD FE 2 1 ERIM ICHAT BILE O. 第 一 第 

S=GOBRR  OMOHS LE LOT, 例 へ ば 第 三 断 層 の 如き , 走向 
ほ ヾ 東西 , 北 に 向 つ て 85 度 の 乱 狼 を 示 し , BOTAN INT SBC うぅ て の 
MEIROWH IIL, 上 部 例 へ ば 大 生 塊 道 に て 約 25 米 に 達 す れ ども , 下部 例 へ ば 


PS BHGA TT 12 KILO o TOM MOABIL, BAK POE CBE 


BES RUS, ACM DHA HYD SINS &, KOR t HRY Fs avis, 北側 が 
順に 落下 し た る も の と 解 竹 し 得 べ く , し か も その 程度 は LASHED ら 東側 
の 部 分 , Ha ST Us te aR AEO 中 心 部 に 近 き 部 分 ほど 落下 の 程度 大 な 
る を 見 る べし 。 
BEDE O 8 AL & BE O HE 

MARIS & し て AERO BRARE ko Mtr & b> その間 に は 不 規則 
AKC BE OPT BENKESL eH, ILA AT CRSA BAT, 多量 の 絹 雲 母 , 
VE AE 72 HE HMDS HO, HOTCRLO PAI AY 9 C, A, 黄銅 確 等 
ZENA TS SMa HO, また それ ら の 酸化 並 に 二 炊 的 富 化 に よ つ て , # 
SAE, BREOK, 出 銅 確 等 を 生 ぜ る 部 分 あり , 但 LGRACPRD At G tule & KES 
は , (SPRITES Se, MEU ChE LS も, HED P 
AE TIE ICRRYZ at Of, BESIRS 2e Ot oO, 金 は 第 一 , 第 二 
SLATE HST, PH 20 瓦 / 玖 内 外 , 最高 80 Fo / RELI L, PRB eHBSD TL 
350 KRY EOS sede HME SHS TB, 7 な ほ 10~20 J /MEIES 5 

PNKO PAWS SHR EAMES Ih, BRO HAE Bt, 熱 水 作 用 と に ょ り 
CHS US BAL, SERGI AIK & 20, REIL REBCAUK & rr SMAZ <, 
RoBi PILE & LCR AD AO 下行 集合 より 成り , その 間際 に VOR 
た る 石英 , HHA SORE bv AUK BtoB AH O, PCM ce 
まれ た る も の は , EXEL UTHERMHORE L1t L, その 一 部 に は 多量 の 
電 向 石 を 生 ぜ る 場合 あり 。 こ の 種 の 電気 石 は 複 三角 形 一 軸 品 式 の 横断 面 と 
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FGEMRO BCH LI LOTTO MBB Oe RS EI, EK 
FG 7S BELTED O We UC ILIA Ae & 8, GIES ERI UT 
ClILPTIIB, CPUC IRB Ee RS 
GCL PAR IREIS C20 6 ORME O 薄葉 を 交代 L. BIL TOMA MOTH 
第 五 ff 達し , 通常 自 形 乃至 邊 自 
WBeBS . HIMES tC 
れ ら に FERRO, ABLE 
区 の 集合 を 成 し , 時 に 磁 
硫 鐵 磯 を 伴 な へ 9 。 信 は 
肉眼 的 に 認め 難く , Reick 
鏡 下 に 於 て も これ を 人 秦 見 
SOC LRE OS 
BHO RAISE 
HDG VL 11 TER At St = Be A 
し , PRR eT 地下 に 
連なり , 現在 既に 路頭 を 
る ささ 傾 対 人 85 
400 米 を 超 の り の れ ど も , そ の 
部 分 に 於 ける 地表 の 直下 
as 約 170 米 に し て , 虫 壁 川 
CNS yi Sie Bp Rae 
sme 他 は 石英 て , その 大 部 分 は GIR 
化 し , 上 部 に 於 て は 殆 ん ど 硫 化物 を 欠け ども , 下 る に 従 つ て 火 酸 鍋 の 終 色 並 
(<P PRE O EB (8 2248 OF, RDA PY 300 米 附近 以下 に て は , FO ARN ILO 
Bh d SUGG EE L, その 或 る も の を 反射 題 微 鏡 下 に 観 祭 する に , BUH IS AE 
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BOWKER HY 5 CHR GRDEE (chalcocite) (= 5 L, OM ih EC FR STOR 
(tenorite LES 4OHO, “KAUR COROMIEMEAIC SLES - 
を 示せ り 6 

SRG OBMUAA EM MUG, HEBVEHES © MULCH 5 CLE 350 © 
米 以上 , 即ち A BBEPIS SE SEB Att 
SELLE ISTO ABR GD » 
も , か ゝ る 部 分 に 於 て き へ , DIK 
の 一 部 は な ほ 酸化 を Rares, + 
JEP BIC 達せ ば , その Wis 
VE TPRVEEMEO HAR 2 Yh Cr & 


k O SED 1 WER, DEERE 
の 多き も の と な る べし 。 i 
=z 物 i 
VbeRS BIKAR BURY © ELE OME BARE eB | 
要 磯 賑 の 特性 次 の 如 Lo TESLA & BRA ERDRC < 200) | 
C1) AMIR LEK & (epidiabase) ch Ze va ATE IEC ERO, 

; 


その 長 還 に 下行 に 近く , S OBR AE SEATS A BBE | BE 
達せ る も の な 0 のり 。 1 

(2) LOMBURIAGNC 岩 此 凝結 の 途中 に 生 ぜ る も の に て , 岩 虎 の 一 部 | 
IX CAVICREA し て 薄板 駄 の 岩 脈 を 成せ 9 。 

(3) © OBYZF CPT 75 SHB IL, F316 OG MMAOK 4 PBK3H, 
LH GIA B BRP Ly これ に PURO Bak 
PSMLOBEA 2e Sh, © CAC ASIEN eA O 。 

(4) ABO MOLDED 後に る 繰 返 る され , DEMRIA Ce PATHS 
BRC kLOTH IAD S. 
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(5) £ORDK ei UC, 第 二 の 系 統 の 断層 を 生じ , 北東 部 女 ち 前 記 
覆 入 岩 塊 の 中 央 部 に 近 き 部 分 の 地 塊 ほど 沈下 せめ 。 
以上 の 現象 は 何れ る も 花 賠 内 終 岩 の 痢 入 と , その 凝結 に FEZ SH 
he UCR LIS SDM し 。 
(6) BRK ¢ UTHBE OMA ES, これ に 元 來 少な か ら ざ る tat 
BLDG &, 黄 鉛 護 と を 件 な へ る も の の 如 Lo 
(7) DRARILEL A OBIZE IS KOTH ESD NO PEATE Fee し た 
Bt D, BAO ATES TK re BEA, 重 膜 位 造 Sheeted structure) 
4 A Lo 
(8) HEIKO SIZE LS WROTE BIK & OO, BARTOK CBT 
せら れ , AOMMKOBA NS K BESS, FF DIR BIE BES te 
Ko aOMmE ih, 往々 著 る しき 絹 雲 母 化 作用 を 受け ,; HOLE Z 
(ER OMEN BIC G So COM Pc we J MN I OMNI 
Be の 加入 を 示す も の と 見 る ぶし 。 
(9 WHKid OPA LK ORE BOT 少く と も 300 米 附 近 まで HBA 
ど 全 部 酸化 作用 を 受け , 300~400 米 階 近 に て 鋼 の 二 次 富 化 現 象 を 
見 , 400 米 以 下 に 及 ん で 始め て 初 成 磯 石 (original ore) に 達せ 9。 
(10) 以上 記せ る 現 出 短 態 並 に DR oP KOO, ADR It PADRES 、 
脈 (Mesothermal gold vein) 中 比較 的 深 熱 水性 Chypothermal) に 近 
きも の と 認 む べし 。 


森 調査 に 洛 り て は , 住友 大 菅生 護 業 所 長 一 色 准 一 郎 氏 並 に 同 所 剛 員 各位 
に より , 多大 の 便宜 を 買 へ られ た り 。 こ こ に 深謝 の 意 を 表す 。 

また 本 研究 中 使用 機 誠 の 一 部 分 は BUTE GOAN I に より て 購入 せる 
も の な る を 墜 記す 。 
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SRRUBRO=)TIMBR CCS)? 


aes 木 下 ik 城 


Th © BF ik $3 Bi 


SEF EES (BU CI “CASH ABCPRAE, Ib BARI BUREE, ch 
AD, 中 野 長 俊 の 議 氏 の 研究 が あり , —EWS DOME HOD, VFR 


造 確 々 物 の 種類 , 題 微 鏡 的 性 質 並 に 相互 の BAERS RES AMG 2 BEES HB 
EIT Bo 


wh= ys AGO = 7 >» Mt UT PRIS 有名 な も の で 


AIR & OBS IIET D AESIRORME te L, MIE EBA fe bee ep 
(CMR 22 2 LC FAB RUIRIE A 22IELE So LO 5b MBAROMEME Ze te 
LOATORM LM WEA ORB IC MIS S > DAM CA ARAL 
ICHEOALAL = 7 > OBE CLO I PUES 6 RA EAKOUE & O 7% Bo 
id UCR OWE IL DELOO— i Ze Hoty & LC HIRO AME Ae ART 
LOH LAL DRO PRA AEE THT JABAL <A CHRD 8 BEE 
J OFANIAITERNS &O-C/E CAB DIL GABK S LUO AF ONE B&O » 
A SB BD So 

LAE O MRL Si eT DE OB 2 & 0 WR B 8 O 2 HHREMRBE FAS 

PRS SAS, ALA = 7 BRIDE £8 AR OT RAL 8 2 OL, HOP ARO Ha BAC 

Te UCAS Bo Thi UCASE ERO FT kde US BPE UC 


1) 本 誌 第 14 BSS 3 BR OMAR LF, 

2) 平林 武 , AAGESE@ SH. No. 296, 明 42; EHP AUR, HADES RE, 
47, No, 556, #46; M, Xuhara, Mem, Coll. Eng. Kyoto Imp, Univ., Vol. 
IL, No. 5, 1921; AW, SWECAURESK, 40, No. 477, 185 中 野 長 俊 , 2 7Tp 
PBA, 9, No. 5, W485 同氏 , fA 11, No- 5, 9 R12, No. 4, 9, 


a 


ee 
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PROGR 表面 を 示す が , HIG A REC IL 非 等 方 性 で ある 。 SESEOHENR 2 te > 
ALBE= 9 > VERO ABLE) PRI tk, RA EAKO MD PETS. LONE 
LALA = 7 a UWE — PAE DS DAN < ALA HEB he ze UT ASAt DI 
(第 七 則 参照 )) PABRARVAMEOD JAC SEU ABA CUk EMO IE CEA DR Be 
し さく 最 時 上 記 の 如き 葉 片 駄 を 示す こと な くさく , 多 敷 の 不 規 則 な BRIAR 
ALA = 7 & 2. EOD GEIL DSR £2, HEBD cP = ERK & し て 残る に 過ぎ ぬ 。 
第 + 


RA = 7 7 LDR LD) & Bet = 7 7 7 DRC HERA A Gey 180 代 う 
RUHR bk AMA = 7 7 v WROMIIC AMES S SRA AKON 
Did hit > CP EM A L, 偏光 々 線 の 下 で て は 人 等 方 性 を 示 し , TEX Oa 
CBS ZWEIG BS REIS, HNO: (ioe US Bw UTI bOI RET 
% é KCl, KOH, KCN, KCN+H.O»,  H,O2+H.2SO,4 (cite a fT 
Sivd, FeCl, KMnO4+H,S04, H,0. RIKI BFC CHMLET OD 
み で ある 。 人 然るに HgCle io Cis % (ca es U Cts t HO, KMnO4,+ 
KOH ak /tKMnO4+K3Fe(CN), +KOH+4H,0. (2 Tit HL RISA & te 
OW RBA eHAT OL HO, 更に KgFe(CN)s+KOH+H,0 (- 
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C BB ICH LOT AA AS UT ARE A OME = 7 > Oe DRS 
sku CN BHLOMILE & 6 BB &, Fl6rke ORME HCAS 
BRD 0, HACE C A MIAH = 9 OUR LUBA Gin, Bela 7 > 
t fig 3 Hits , 
{KO CREED TS Sts dd, re 
Neualp, Styria 産 の 人 硫 批 = > > vil BHUTTO RSE IC HE Gee Signe 
DAD & VIBES ILROAM 3 HIE to 


oi @  f Schneeberg 産 Neualp 産 硫 

EE ea eae Ak = 7 7 LDR = 77ND: 
偏光 々 線 EH NE 等 方 性 等 方 性 
反射 色 RA 色 純 白色 Al & 
a os |e OL 高 し 高 OU P| 
HNO. SUL BALCHS) SLC BL CR BCH eer Ue 

2 ic AR 色 と な る Vo A ff 1c RE 
HCl 作用 せ ず 作用 せ ず 作用 せ ず 但 黄 色 と な る 
KOH 作用 させ ず 作用 を ず 作用 そ ず 
KCN 作用 せ ず 作用 を ず 作用 せ ず 
FeCls | RA ETE Re eS) arte ems) 
HgCl, fe Rea LCE) pe picts g pegs 3 


ESO MNS 2B LVLOT IC ABE FORMED ALL CHEE = 
BS tak = 7 eV DRL SIBIIG SF LIRA E KAAS, IEERIC IAT 
(BANE DET 20 必要 を 感じ ERE: C BHR LDS EOD 


1) Murdoch, Microscopic Determ. of Opaque Minerals. 1916; Davy, Farnham, 
Microscopic Exam, Ore Minera]s, 1920; Farnham, Determ. Opaque minerals, 
1931; Short. Microscopic Determ, of Ore Minerals, 1931. Schneiderhéhn, 
Anleitung z, mikroskop. Bestim. u. Unters. v. Erzen u. Aufbereitung 
Produkten, 1922, 中 野 長 俊 , 前 出 。 

2) Schneiderhéhn u. Ramdohr, Lehrbuch der Erzmikroskopie- Bd. II, 1937 
(Florke, Metal n, Eng. 20, Nr 197, 1923) 

3) PASH, 前 出 , 7SPKGN, Bio 

4) PEFR, 前 出 , DBPARRKR J 

5) Neualp, Stynia £0 bei = 9 7 > BL MASE ALITA BAR & EA LCR 
SO CULE IC BE AS & ARGS EMA CPE © BPE eR 9 
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THB (k SD o 2 OYA CN NO CE 
硫酸 バリ ッ ム の 沈 潤 を 生 ず る が Schneeberg 産 の も の で は 沈 減 を 見 な い 。 L 
朋 堅 化 バ リッ ム の 代 め に 本 酸 石原 准 液 を 加 へ た る も の を 題 微 鏡 下 に 検 す れ ば 
| RIGERU Neualp EO LOCKE BOMAEMOMM DBD 615. 
SOAR k OFAUEL DHE ZORA GH = 7 + HID < & BOER 
AUC EMD CHOTH = 7 > ATRL ARS 6 & O BAM = > > HK 
tHe 4 BIH LTA. 
AL= 9 4 MPRO HE KR AOMI MES SAG = Yo DEE ORD 


ERA AKDR eb s A’ @ 
規則 な る 粒 其 を な し 時 に ilps 
多少 結晶 の 外形 を 備 へ る 


も の を 見 る が , TIME の 
ANS Heit DED ep te Ge Zs 

tiup dr ¢ UT Set 6 
る 場合 に は , 結晶 間隙 , SF 
| 開 , BAHL Wow 
WEICHYOT 交代 せら ね , 
その 代 作 用 の 進展 せる も 


OI HOT lh dn ON ® 
Pie '23 Sr LBC pee BCE NR DEER DEC] 150 fe 


1) 
PRBS KOCH Str SPM< CHSo 
mma II CAMRIKe 7 UL, Lik) 7s Sika & UC RECA HD IE i 
AE Lp HERE OMDB SDM Sa CUEOR AIC ET ORICA. 


I) OF, SE Hep zeae" CRO Zr HORE YE Hc, AAR 
eRMRALIX, No. 5, 昭和 9 年 。 


| 


U 


本 114C18) ¥ oo Ye oe KK a gh 128 | 


題 徴 錯 下 で は クリ ー ム 色 を 帯び た 不 滑 な る 表面 を 生 す る が 多く の 不 規 則 な 


MADD FRO. MRK ES & DO CILREBCAO fits Ol HD CAPE 


IB AK 2 ts UC BHE LCV Mal)» BRAK 22 75F % OC ERO TERI EK UL 


TE iS IONBIR 75 LT a) 75 WE 22 EES SODA SRLSoO WO 
Wa EE eB £ RAL EE Lin DRE EE FO, HNO。 JEM OEASRIC 


作 胃 され ず , RER= 7 7 IRE ROD 6 AWMORUTIE Ce Os 7 


a wre h SOU AMD OFFEND EOS IEDM GIB PARE 


(DRA (STL = 9 OU DIL TEE O AEA RC ED Dr eIROTC 
feo ¢ ROMA HO ee eet 
exsolution texture 4p 7g 
SOD EMEA 6 

De ilK Ze 75S RTE ik 
一 部 で は 細 用 に 洛 つ て 黄 
SNE Se OD) a BE SO 
THE Str, L—M Cid 
RM 7s し て 一 定 の 方 
向 に 従 つ て 配 包 され る 方 
SADE OFS FAMED BI Ay S 
WO. LDA Oo oe 
A-BAT IC ER Bic GNTK AS) & Te STRCCH) fy 65 fe 


PED Se HDR OBE O CT BEE L, GME O BMT 後 れ て 結晶 せる 
を 示す も の が ある 。 
硫 現 鐵 貴 政 は 電 猫 に 緊 は 叉 他 の 人 硫 克 化 磁 物 と 混合 し て 極め て 咲 通 に 産 


LS HEMEL HS 3 2 Dorie & PB LOCH S, WBC IES ZB 


1) 中 本 明 , (BRIA 9 7 BRC RC, HARE, 40, No. 477, 昭信 年 。 
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SIRNAS 8 SETRBASHR 2 2 L-CHERLEE BAIT 5 LOB DZ, BY 
MGR S SIAM SKM LAT LT Ht WILE O Bos, bes a 
MOPCAPEED FLAS , HME CAR & SIE LOVEE O® 
| 示し 且つ 結晶 の 外 割 を 示す こと が 多く (第 九 園 ) 丈 に 徹 小 な る 結晶 を な す 時 
は 殆 ん と 常に 姜 形 の 断面 を 表 は し , HOMIES O) 他 の 硫化 確 物 ! に ょ つて その 
間 障 を 充 さ きれ る が , Hy Ly OLS MRR Ae 2 LCI BE Lk 8, 
あぁ る ぁ る 。 

RTE OUTER CW CSCI RARER 2 TL Ee EA © 
| RSW te L, PRC WOR © LABIA RCE L, ALE 6 LD FAY & し て 
稼 行 され た 。 反射 題 錯 の 下 で て は Week LRH UC Bk) CE OH 
PRHLAT. MKEES LOC は 内 部 に AMMO ee UD, HF 
(= BAAR D Be a SABE 1 IK Lk UK Ze Zo LCDI LAE S A WIE LE 
規則 な 細 脈 を な OC a op he S20 kb bHS_ CORBBIED WK 
— TBs MO Bw FEARS WS DMS PvE OT LC KBAR Ze NC 
AU, WBE EARL J.D. Invings の 唱 へ た 如く 交代 作 有川 に よる も の 
と 見 られ る が , Mtr S MID 次 鋼 左 が 往々 同 -- の オリ ェ ン テー ショ ン 
を 保つ こと は , HIVES DIG ANE OD HA (YO T WR AE UTA SAA 
だ と 見 る より も, MRM OCHRIES され た 黄銅 確 の 一 部 が HIRIK Ze 28 L 
CHES SLO LMI SWDBECHA 56 

ay oRR Bio “CHER ZS Z BHR (4 OMEME % 2 L, LL IARO HME Ze RS 2, 
l= 7 + VMI BNS SDH < HA AKO MELA LK TEU 

Biv BE | CRIA EAB CEI ZEUH C db BOE Beh 7 SIMA LAT LTS 
WDA US Bo 硬度 は 磁 硫 鐵 確 より 高く , 偏光 々 線 に BP し て は 等 方 性 


1) Irving, Replacement ore-bodies and the criteria for their recognition, Econ, 
Geol. VI, 


UG iis a 7th YT OR #8 130 


で ある 。 AMAA IE ARMIN ET REMMI ROME 包 有 し , そ 
DEIN KOT DAKO MEAS 5 I OF OD eR DBE (LG BIDE Ut I) 
ty FAVARESEE(S TEL P97 BAT INE fie TS (6D FH O AGATE O'R 5a ST DT 
DB RPAO fig Ze RO SS LSS HY O CT VIC EIA OPER J (dE < 2% 
想 は し むる 。 

方 鉛 距 産出 は 比較 的 笑 で ある が 時 に 重 荒 き 結晶 の 集合 より な る 園 球 誠 
DGD 22 7S, RUBE Ck BE Te 下 滑 に し て 且つ 反射 の 著しい ees RIM 
AR Ly =PIZOM A DEF AIC FEO TC KAS FAR UES, 十字 = コ 
LOE Clee FH fhe 第 
示さ ヾ る も 旋 色 を 晃 し て 
CO HRER 72 HOU D2 ED 
WARS. FAKPR ET % 
Ole AL = 7 > OUDE, 磁 硫 
SRI, SE ETUUR, Be SAI, DO a 
Se 2 ART SILLS 
6, EEO BBE 常に 
SLSTFLOIZAL, 


BLP Ak し む 

ADM S Al 7s o hEAB 

と UHL, alt LAW Fisipk & 1 Oi iy & OV Re MT 
#1139 f Ga=penm P= 黄銅 斑 

PAK 7s L CBE), HK C= 黄銅 確 Zn = Pape 


F OUR DO 55 el Oi aT RS YO SA IS KO THER SHE L HE 
MIS SIE Do MAB ASAD BL LCS 4 Poe cE る 場合 例 へ 
ば 磁 硫 鐵 忠 中 に 包 豪 せら る ヽ ゝ 場合 は , CE PEPSI IKOT 指摘 せら れ 
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is .n8im ¢ OW hI ANe LIS HRIRODREEA ete + OR LRA FO 
HS HUN S 2.5 S ETE Ls ZALES CH ONE EPR Db 
の と 解せ られ る 。 

POSE SRUR TSE, VSAM, AIR EWE ES 件 つて 少量 に 産 し 題 微 錯 下 で は 
淡 旅 色 の 消 か な る 表面 を 示す も 叶 に 小 な る 凹 み に 富 む 。 面 し て 多量 に 集合 
せる 部 分 で は 多く は その 内 部 に 一 定 の 方 向 に 規則 正 し く BBR UP ESE 
AM, 2 BI AR LC Schneiderhohn の 所 調 Emulsion texture を 示す が 一 部 で は 
是 等 の 微粒 誠 の 黄銅 里 が 互 に 連絡 し て 線 駄 を な し 坪 及 一 定 の 方 向 に 配列 し 
て 格子 駄 共生 を 示す 。 然 る に 主 と L CHIME 0 As BAB CLAD T I A 
訂 の 航 旧 が 一 定 の 方 向 に 並ん て 黄銅 路 中 に 包 潤 され る の が 認め られ る 。 

cet iter Reena 

WA ORE IL SERERCE CH Bo MACKEY RS AIRKLETHRS 
BO, BOB WME OS Ai = Ak S BNR dS Ce (LOE eS TM < 
で ある が , WAP CME MAT LEILA SES, RPO Ck 
草 の = ッ ヶ クル すら 基 中 に 含有 せ ぬ 5» 

Ue NE SA 
良 附 近 の 河岸 に は 蛇 攻 岩 の 一 筐 相 と 認め られ る 手 橋 須 が 一 小 部 分 に 路 出 す 
る を 認め る が , 是 等 の 岩石 と 蛇 緒 岸 と の 開 係 は 充分 に 明か な ら ず KEIO 
成因 を 極め 得 ぬ 。 


1) PORE, SOU EDR TP IC HST 6 =O BARR EI Cae TR 
Ka, XL 5, HARI ILARS 
2) PERE, RRO MBC kb SRE, MOAT, VIIL 4, 


4 4B 
3) 中 野 長 俊 , SWE = 7 7 AIRC, Ft TRA, TXT, 5. 
AG Fl 4B 


M. Kuhara, The Natsume Nickel Deposits, with special reference to the 
microscopic investigations of the ores, Mem, Coll. Eng. Kyoto Imp.Univ-, 


- Vol, II, No. 5, 1921. 
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IF < ANS HEBCH OMIM (a CIA < to 6 EFS OUR MSE ORE 
PRI, 2B Aa, eile AS j 


iene 火 酸 帳 物 と UChEBCA DIC 産 す る の は DHEA ONC eR 
で て あつ て 極め て 不 規則 に 分 布 し て 各所 に 午 織 する こと が ある が 普通 は 局部 
的 に 多量 に 相 集 つて Vv wike te Lak ic ence PO RA vin UT MK ee 
作る だ, BBO MIM UC FETS HARTI Oe OBE LS dp SINE LS EK 
ets, LiL B PARMA DARE RUA し て , HAD BATTED MS AHL AT B 
SE BEY (LAB OD Ci TAR & 複 屈折 を 示 し , 然 か る 方 向 に ょ つて JEST 
BON UI LE OMB LEOMAOHAS 2 LIC EOTHA I MOD 
EMS 50 Hid DHE & SEB EMO [ie BU Hl He BEE O A 2e V). 
つて し て は 必ず し も 容易 で な い が か , 前 者 は 冷 稀 忠 酸 座 液 に も ADI TEAR S 
Bs Bt URES ILE ACME S ATMA AIC RA TCIBD CHES BD » 
2UOTIKORIC HE ZI S250 

BERUBEA WARORVEAIL DARI IK 比 す れ ば 量 的 に HI 
WD ORME L し て 極め て 普通 の も の で ある 。 こ の うぅ SHIA 
な し て 蛇 狼 石 と 混在 し て 産 し 題 徴 鏡 下 て は 蛇 才 石 が 極め て 低い 複 屈折 を 示 
す に 土 し 滑石 は 鮮 か な 干渉 色 を 示す の で 容易 に 選別 され る 。 

母 岩 た る 破砕 基 蛇 紋 岩 中 に 於 ける 滑石 と 蛇 才 岩 と の 割合 に は 甚 LBRO 
が ある 。 FABRAKIK BOWE S 27T BEM AO BH ILA A REM AOA & 0 te OOF 
ENDER E 2 早 す る が な が, 少量 の 滑石 を 件. ふも の は 純然 た る 蛇 紋 石 の み 
より な る 岩 片 と 外 和 観 上 選別 する こと は 困難 で ある 。 然 し 多量 の 滑石 を 混 え る 
StOa# LS AB eiHO HOR 2AS ADCARAIKMIN StS. BA 
の 多量 な も の は 殆 ん ど 全 岩 片 が 滑石 よ りな め り 僅 か に 蛇 紋 石 を 任 ふ に 過ぎ ぬ 
EIS AIT CIA TC BMA LOCH & RRA ORNGORADIAI 


in 


cre es dAE puma smart ir NE ane RAE ei ea 


ce ge 
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wii COO TRL 岩 片 外部 に 滑石 が 多く , 内 部 に 進む に 従 つて MeO 
が 多く な る 6 も らい se 

mee A & BO We 7 CREB LYLE LIBS OME B % PEs AE te 
MADA SO MS & OM LF LS HR mM LI KOTKUL 
難なく し て 基 の 存在 を 知ら れる 。 HIE & BAIL BIL EBS ILIEG 
すし て 線 泥 石 を 件 ふも の は 笠 ろ 稀 で ある 。 HOMIE PRU EEICINT 4 
部 分 に よ つ て 粗 密 が あめ 岩上 凡 の 外部 に 線 泥 石 が 多く 内 部 に 少 い こと は 滑石 
の 場合 と 同様 て あつ て , 滑石 及び 線 泥 右 の FAS DEBE CB IBS EES 
外部 に 鞭 泥 石 が 特に 多く , その すぐ 内 側 に 滑 右 が 集合 し 内 部 は 主として 蛇 
攻 右 に よ つ て 占め られ る の が 暮 通 で て ある 。 此 等 の 開 係 より 見 れ ば 滑石 及び 
ide OH Bik 蛇 鐘 岩 化 作用 に 後 れ て 行 は れ た る こと 明か で あつ て , tee 
岩 化 作用 に 淡い で 先 づ 滑石 化 作用 が 行 は れ , 炊い で 終 泥 化 作用 が 行 は れ た 
と 解せ られ る 。 

Hho = zu A Eis BE YB PERO Hie RO 他 に 二 次 醒 物 と し 
て 産 す る の は 磁 臣 確 及び 板 温 右 て ある が な が, 量 的 に は 滑石 及 び RIE & OE 
ら 5 に 少な い 。 この うぅ EIU It PK 2 ts URC PC BRITS Bo 
此 の 種 の も の は 或 は 初生 の も の と も Miki d's, —BORMSMUEIL MURICHe 
Zi U, 且つ 往々 結晶 の 外 廊 を 示 し , HEBOE & 0 te BAH 2eBEY) S BRI YYO 
RERIEO — HRV SEO O ERUBSIS]~ 

BUR & SREB & OMA 岩 片 を 横 切 9 WRK te L, LR ILO 
部 殆 ん ど 板 温 石 の みよ りな り め , ED IMR ORLA IR える も の が ある 。 
この 確 物 は 鮮 か な 居 更 終 色 を な し 滑 か な る 葉 片 に 終 理 する の で 肉眼 的 に も 
決定 困難 で な い が , 題 微 鏡 下 で も 蛇 絞 石 に 比 し FAS A YTAR & 複 屈折 と を 
AL PAF UT, BCA ES 位置 で 清光 し , MI UTS IESE 
3, SH AHOF GRR 2 ARS 7% ERURAO HSE MDT KS ET Bo 


本 1920024) Bw hy ow RB 綿 134 


DILDO BARK 0 & BD 2 SAM < ARMED --AB I OBE 8 ERIE MEIN 
に 後 れ , 二 炊 的 に (CHES £1: BOCA B, MAPOMD LVR, BERETA, 
HOMIE & OMMRIL EF OMA TEESE BDC Bide 

結 論 

夏 梅 本 山並 びに 基 の 際 近 の = 7 7 WD EK EOS HENS IRE < BERET 
Sea OMB ICSE BOUL 6 MIR Gd BUT IIET 2 5 HOWE 
PR 2S SHEA ILL WEA AR, SEE LWE HG, HIELO WOLD 
With BS 6 te, HEH DRBRCEMU MEM 22 9 U te GEO Mk kT 
作用 を 受け た こと だ が 明か で ある 。 

WMP CIS Ik 叉 東西 に 長く 連 ら な る 玲 岩 の FIRBA O, SOI S 
= ッ ケ ル を 含ま ね が , = 7 7 UE LHI BRO BASES EL, BR ARO 
FRCS 6 MIS BBS DAZ a 

EE ct BB a EL BRR Ze 2 し 一 Se 
WDE tb b OU AML = 7 7 WE GR = 9 >, ARCOM, TC 
Gi, SESMIRE, DU AS-ANMN, Zo SND, BH SES CHA DMORD RMON — 


Eid LIBRE Bt HRCA LIB Ug RAR IE EEOUREIC 


seh Tie eM TALON Dh aba eae Ete a 


= ッ ヶ ケル WA? SPST (SBE A LK ATTRO HOB GALS x tit, BAD 
WD BURA HAI 6 OLS GAD, 


線 135 it # aH 本 121025) 


RGFSBHUET LSA 
EOL RD 


Mes 志 = KB 

IPERS SRL の 一 部 に , テル ル 甚 鉛 暗 Ae ES | Ck 
は , RAGED GEC Ghrtc BBR D 

筆者 も 同 錠 山 調査 中 , HERELERME OME ORI, TOI BHI Fw 
有人 蒼 鑑 農 に 豊富 な る 部 分 を 粉末 と し , これ を 定性 分 株 に 供 せ る に 

Bi Zit, Te 多量 , S Mit, Se 痕跡 , Pb yADh 

な る 結果 を 得 , 更に Treadwell, Hall 雨 氏 の 方 法 に KO, それ ら を 定量 分 析 
せる に 第 一 表 の 結果 を 得 た め 。 


この 結果 を 見 る に , KE O 水 及 び 第 [= Ea 

酸化 鐵 等 を JERR S O し 結果 , 合計 hae il xB 均 

に 於 て 多少 の 不足 を 見 れ & も 2 回 の Bi ol 10.83 10.96 10-865 

Te 438 | 447 | 4425 

PARIS 比較 的 よく 一 致し その | S| 077 | ote | 0.165 

Tnsolublel 82:76 82.64 82.700 
> Pte "NS 72 Fy Gy 28 (ote 

i % Bi, Te, SOALERAI RF Tota | 98.14 | 98.23 | 98-185 


L, 更に それ ら を 原子 比 に RSET te 
ば 第 二 表 の 如 Lo 


1) PEA MARER, AHR 10 4, 昭和 8 年 , 282 Ho 

2) Treadwell Hail, Analytical Chemistry, Vol. 2. 

3) 本 分 析 の 精確 を 期す る た め , BG ARO MBB ) AAD Bea IC 
混合 せる テル を 及 び 礁 鉛 の 混合 物 を 分 析 し , 2HKAY CT ODMR fs 
頼 す る に 足る を 確か め た る 後 , 本 分 析 に 取り か ~ れ り 。o 
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この 分 析 の 結果 に よれ ば , 金 as 表 
SANE AEF ov 1 ERS AUG ee LESTE © MUR 
の テル 及び BMOWA, BHA | +, See 


+ ate ee er ae Bi-+-70.42 0-337 ...3.00 
ど 完 全 に BigTes (\--—-RL, GE 7) 7...28.48 | 0.293, ...2.00 roan 


; i 0 
鷹 知ら れ た る テル ル 化 准 鉛 路 中 [Bin?0.89 | 0896 ..-3.00 
ch ties ached | tt) 7e...28.71 | 0.825 ...2.00 
2 Ae 7 9 5 
1865 2 Sipocs OSM LIES |” Ns 700° | cost 098 


> ) — Fi Deutch-Pilsen 産 


}e28 


FL UV ALGAWERY % Pilsenite に 一 致す る も の の 如き 4,5LL CH» Mw 
AFT OWE LT RES sy BILE O F rv BEPWER & Tetradymite 
(BizTes) が , sO Bb BAR 2 FEE BK, 1B Big Tes 7 HB Al 
Bl —-ELS EO? O PMA, 未だ 断言 する 能 は ず 。 

摘 筑 に 党 り て 本 尋 物 の 探 集 並 に 研究 を 指導 せら れ た る 渡邊 教授 に 深謝 も 
及 分 析 に 開 し 種々 の 指導 と 助言 と を 鋼 へ られ た る 稚 見 邊 士 に 謝意 を 表す 。 


[海底 風化 』 の 機巧 に 就 て 


MB 高 i 純一 
@e 水 成 内 の 生成 また は その 分 解 に 開 す る 研究 は , その 現象 の 時 間 的 
HO OBKCH Sth, 27 BBE C 再現 せしめ る 事 は 困難 で ある 。 水 雇 
REMC EIL ORBITS S So CREO AREF VY UL FY HE 
の 探険 の 結果 が , 今日 7S (SHEED 大林 概念 を 奥 へ て 居る 以 所 で ある 。 
然し 水 成 岩 の 大 部 を 成す も の は 深海 性 の 堪 積 に よる CHES, ZS ABW. 
性 の も の で あぁ つて, 上 記 の 探険 結果 を 直ちに 選 に 應 用 する 事 は , 井 に 不 充分 


OE 


ni ar i iy oi rae ME: > 
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CHAO CHS, 2S ORBOMA を な す も の で ある 。 例 へ ば Hist 
岸 の 如き は , 上 記 和 探険 結果 に 諾 し て 少く と も 3:5 FDL EO PRIMER E (Ev 
BROOK D, 近 來 の 岩 右 鼻 的 研究 の 結果 は , 何れ も 2 Ze BE IGEMERE & BR 
OS 

民 海 性 堆 債 の 研究 が , ERO SOT HK Li Fil OPPS, 可 成 5 
大 規模 な 計 問 が WH L, PRICK OP 527, BOL—7, BOT 2 4 rE 
MERIAL, RA OWI LT 6, 重要 SHIRE 2 ET BILBO. TOK 
PAE TO WICH SHER OMPILE ¢ し て 八木 氏 に ょ つて 行 は れ , 

ZONA EVEL EOE + OD 成因 義 係 に 開 す る 研究 は , BCKOD Fae 
衝 の 5 注意 を 喚起 する に 至り , 上記 の ムー ァ は これ に 嘱 示 を 得 て 伏 内, DKA 
EIA OMNO 研究 結果 を 次 表 し , その 堆 債 章 的 重要 性 を 強調 する に 至 つ 


「 馬 。 と が 契 期 と な つて 『 海 旋風 化 』 の 機巧 解明 を 目的 と する 海 終 石 研究 が 太 


に な ろ て , 最近 に も ZIG SHREFACT AICBOK 
その 一 は が リハ ー 民 の 北米 加 州 > F レー 灘 の 堆積 に 開 す る 研究 で あ 
9 め 他 は ッ ー FEOE UC 7's Y A 海峡 堆積 に 開 す る も の で て, 何れ も 筆者 
“6: Oy Sci 22 SN US te YER II Rs Re EO CH Bik, 以下 
ZEON eAAAETSIEOTHSS 
SBReReR ガリ ハー 氏 は モン テッ レー BROUR 2M LU, 八木 氏 
の 警 粒 海 線 石 の 外 に , ZEMUOBR. RS 5 BEML ESL L, CORA 
Spt) LEE U, 以 て 世界 の 海洋 に 分 布 す る 海 終 石 は EBA eC REE 
ee eR OR 


1) E. W, Galliher, Geology of glauconite, Bull. Amer, Assoc. Petrol, Geol. 
1569-1601, XIX, 1985. 

2) E. M. Thorp, Calcareous shallow-water marine deposits etc, Carnegie 
Inst, Wash. Public. No, 452, Dec, 1935. 
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Rated, 7 LAX VSOCTRRULEMCHOT, MU Hmet BHA S 
で な い が , が ガリ ハー の 研究 は , 72 tv DIL HIE CORP D OK ASD 
結論 に 奨 し , 2% KARO PRs) D> OOBRM Ee Hh LK SEDLEGA 
ALS, SL EO MEO SOM CLM Rami ve AES BE 認め ざる も 
の で ある . 

海 線 石 生成 機巧 の うち , tee & ESE 7 RAIS I BIO HAC HOT, これ は 
vm レー 以来 , 脇 短 圭 酸 物 が 海水 中 よめ 吸着 的 に 集中 する も の と 廃 か れ 衝 人 


AEE 878, FAL 6 BARROS CRIS SO, TS Pa 8 Ci 
ees 


a に も 上 る 海水 中 に 於 て は , RKOBES SH 


し , 同一 の 條 件 の 下 に 3 EY LOMB AMO TIES BA HED, ETc iti 
OKK AO 細 粒 成分 に 加里 含量 の 多く 集中 する 事 も 明らか に する に 至 め , 
PLANUS ZI BL, MBO IAP a [Chalmylolysis) の 特徴 た る 


| 
2 UGRS BIL BOK, RAIL W) Y-D 意見 で は , この MBs st BEE i 


DKS OPERA EDEOT, COR CALMADF & RHORIA AAS. 
1M UC PIR EE CE PARE AI OA DAT Lar, 新 左 物 の 生成 と 云 ふ が 如き 


| 


建設 作用 は 行 は れ な いと 主張 し 征 ら , 一 方 に 於 て は 建設 現象 な る 畿 統 作 用 


(Diagenesis P. Thoulet) を 認め , また 加里 以外 の 成分 に 就 て は 交換 吸着 に よ 
る 増量 を 主張 し , また 海 庶 の Pa の 信 が 大 で 特殊 な 現象 の 行 は れる 事 を 認め 
CS 5 RAIS 6 DN BREA CHS RKTT  vCThoulet) 等 が 行う た 
THEI BERD ODIO BERRI kS tL, 陸上 の Bk & ROTH 
ABA PELE DED LAR MEERR ID & 0 % SRONCZET H O, PAVED 堆積 に 正 
長石 の 存在 せ ざ る Ws, これ に よ ょ る も の と MWS NHS. Male 

リハ ー に よる と , RAALMFOR(L2RLIT, REO ADE L<¢ PAS 
SBLEGAOTH OK, 明らか に ツマ ッッ レン 等 の 結果 と 反 諾 で あ る 。 然し , thy: JES HL 


化 は 『 破 壌 作用 」 で て ある と 云 ふ が 如き は , 古い 型 の 『 ジ ォ ョ デス 』 の 云い 草 で | 
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DOT, WEEE IK Las ED Gb Bl < S Bl) Suse BS HE 
物 の 均衡 作用 に 外 な ら ぬ も の で ある 。 HOCH & 0 IMB Eee 
SID BCA EO 環境 に 均衡 する 迄 は 含量 が 低下 し , WHAT ARON 
物 は 匠 く し て 放出 され た る 加里 成分 ( 或 は 海水 中 の 加里 ) を 吸着 し て 下 衡 短 
感 に 達せ ん と する も の で ある 。 それ 克 に 黒雲 母 が ッッ ウレ 等 の 結論 に 反 し て 
優 り に その 分 解 が 適度 に 行 は れ 得る も の で あれ ば , THE 0 ht AO AE WX 
も 可能 で あら うぅ L, KM ACB CE BIKE LEE RBI D 6 TKR OLE 
BES 25 TS BED MAR SETH Bo 

FEO Y) °—O) (CBRE ES LOD SiN we MAST OI, HOED 
DMD ETE AFEST 7S RPM BZ, これ は , モン テ UV —PBTSEIS PRU OTE 
贈 岩 の (1) 黒 雲母 と , CO (2 MED AK & OTH PHREACE SED, ROC) 
[MBAR] 海 線 石 な ぁ る る の ・ ゝ 三種 で ある が な , BEOM AD Bik CAM 3 arte} 
の で ある ぁ る 。 REROT vo VBI 合 量 の み を 架け げ , AEC 於 て 工業 分 析 
の 程度 て , また 材料 の 兆 別 も 行 は すず, 不純物 を 含ん て 居る 事 は 著者 自身 も 認 
DTBS, Mi CAFO IMR L, RERORL, OnE eh Delt LEE 
酸 及 び 酸 化 鐵 の 大 部 が 残 昼 し て 海 線 石 や な す に 至 つ た も の と 訟 いて 居る 。 
Z 7 Variation curve に 描い て (中 間 型 の 分 析 が 無い か ら , 精 夏 な 上 比較 に は な 
ら ぬ が ), 酸性 岩 , 其 性 岩 の 地 表 各 種 の GAME, GORI, Wi 7KEEIC 於 ける 各種 
の 風化 型 に 比較 し て も その 何れ と も 一 致 せ すず す , 玉 酸 の 比較 的 増量 と ay 
異な る 結果 に な る (用 て の 風化 に 於 て 圭 酸 は 常に 減量 する )。 ま た 原著 者 の 
書 げ た 分 析 結 果 か ら は , 殆 ん と 不 裳 量 の 撰 定 が 不可 能 で ある が , MMIMMNORE 
eg ERAT SD 

SEER Dive ACLS PRE ZED IC BME ST BBL SHC HD 2d, 例 へ ば 
JEPSON HERO PIAS RIAN CHS. CHRHEOMMUED EOI 
海 線 石 の 方 が 比重 も 高く , RI (Lh UC SDI KET, HHOREE t He 
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同一 濃度 の 酸 で 同様 に 取扱 つて , REED BPP MOSER BET I= BOTS 
BILE OIE SB > COM SILT BRIBE 
MELD GRAZE EC BRO Cth LES EBAWY) N-ORMWAAP IZ 
RIUEE Wo WPI ROMA IL ORME 6 OLE Do 

C1) AEERSEEE 一 般 に 薄 き 鱗片 は BOBO & Did Hee LK 
(LO MIMI wat ATE Ret k OMKRLS EDALOMM ERT So €O 
に 比重 は 常に 3 以上 で , PLY 3.05 こ 2.1 CHS 

(2) 部 分 的 に 終 色 に 綱 化 し , (EA OR RB RET REE, BRA EAI 
周 江 よめ 内 部 に 準 み , (E42 UO Ah 2 し 周 園 は 全く 線 色 に 媛 化す る 。 
S426 REMC SRE COMIC hike Ala Bike BOL SE he AS 
BEET Bo CHUL THBLL, 諸家 の 所 調 , tie kink (J. E. Spur), 繊維 
Mihi ACC- S. Ross), side HERA SISA TD 6 

(4) “Kia Seba ays. CHIR UC AER EIB KL, 多少 園 形 の 短 桂 と な る 。 
(5) BES ALLAN LC BLEAK DEMURE 22S Mansfield が 標 式 的 な 粒 
Wifi GPL BELL LIB} O, 或 は ヵ カ ュー の TARR & DAUCBS 
Bo 

(6) Tie AILS SPOS 深 ふ て 生ずる に 止 ら ちず, ZL BID Hime 
BE L, COME KOC, HEX Te AIK BS SICH 
Bo CORMIAAIL ROSE 類似 する も , CO ABAD BB 247 
ES, 検査 を 行 ひ た る 800~1000 例 中 , A—- MAIL GBESD 4 VRB ie vs, 
この 場合 , 殻 は 猫 ほ 周 園 に AES EOTHS. COWRMBICRO S RG 
は 未だ 充分 に 固 結 せら 5 られ, その 比重 は 不定 で ある が 征 均 2.6 乃至 それ 以下 
で ある 。 

(7) 最後 に 粒 は 膨 眠 し て 多孔 質 , 即ち 海綿 其 と な め , 構造 的 に 碁 だ 脆弱 と 
な り , MYER IS © DRithe aE Sa fh 2e BOL, Ze BELOW REILBSD 
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その 多く は 著しく 膨大 し て 泥 中 に 楼 候 する 帳 虫 の 消化 器 開 を 自由 に 通過 し 
得 ざ る に 至る 。 そ の 結果 , 生物 が 主 と し て 泥 土 堆積 物 を 消化 する 場合 , 粒 を 
SO し て 貸 化 石 (coprolite) を 形成 する に 至る LOC, この 種 の HARA IC 
て は 高橋 , 八木 の 記載 が ある 。 

Db, ダリ ハー は 出雲 母 よ め 海 線 石 の 生ずる 迄 を 7 階 簡 に 分 も, BERTIE 
右 を その 最後 の 階 に 置く も の で ある 。 その 1 ょ 0 め 7 &COBML A PHRRE 
PEO mE AIC, 乃至 自然 風化 に 於 て 最も 環 通 な 現象 に 属し , 内 その 生成 物 が 
海 線 石 な BIER 2 AS SReIERS TN SCHS. MOMS 生成 物 は , BA 

ORR knisHHER Be 5 Fa 7 CRM BRIAR ABRBVAW OK 
Wea PRB) KROES CILANTRO BAAR eR OE 6, 第 7 階 前 
PBN YE AE AMER 3 20 ADDO CMH 7S FLLENIC BME SS bE 
ふ 事 は , ES REF ORM IRS, SACD 8 ST EDN GS 
UCHZDATH Sik, 決定 的 な 断定 は 不可 能 で ある が な , (ACR HOTA 
所 に 従 へ ば , 最後 生成 物 た る 海 終 石 は 碁 だ 物理 的 に 不安 な も の て , AD tik 
取 排 滋 さ れ な い 限 9 り は , 堅固 な 定形 を 有 し 得 な い 事 に な る 。 その 比重 も 
2.2~2.6 で , BROS tlk 1.0 CHS LB Adie, BS 6 ih 海 線 石 で は 無い と 
云 は ね ば な ら ぬ 2。 

も し 原著 者 の 云 ふ 所 を 補正 接 張 UT, REROBUEIC KOT 水性 圭 母 の 
1S BRU & 78 CERVELO 一 部 を 構成 し , それ が 泥 土 を WERT SAE 
物 (これ も 原 甘 者 は 端 虫 の み に 限 つて 居る が , Sar & WRES, HE RA 
され る に 至 め , 却 つて 其 形 基 , 大 さき る も 海 終 石 に 近似 する 事 は 前 逃 の 通り で あ 
B) KOT, THRE RHE RAS SICBOK LETS, REaH 
75 RAB IIE LI SCH 5 I 0 

RAIL REOM 6 , REBLORE AH € iit DAL E OV MERNIFIIC 2) を 
誇張 し て , (WIC SEITE SRL BABIES SAME, DIRE EL Tilt 
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HOME LC, BICMROBKEC ANS Dike BIE, 何れ も 陸上 の 深 成 
i CRABBY IC BBE S SL 論 す る が 如き は , ERIE BY CHS taldnld 
な ら ぬ 。 こ の 論法 か ら 云 へ は ば, AM OMA HD, UF ATOM S BELO i> 
堆積 物 中 に は 海 線 石 の 各 達 も 良好 な 謀 で あぁ る が, PAE Clie UL, 雲母 は 
HEI OF LS HRS BRELICBAME TS 例 は あつ て も thik 41D BEE x Hie 
も 原因 は ある だ 概して 不良 で あり , WAR OREN RT 8, 原著 者 の 云 
ふ 如 き 開 係 は 認め られ な い 。 ROAR LY Lt BEEP EEBCLA LH 
も の て な さく , 時 に 合理 的 な 府 明 を 求め ん と する に 過ぎ な い 。 IRR Oihtier 
石化 作用 の 階 格 な る ぁ る も の は 全く AYRADC, その 結論 に 適合 させ る 鑑 め に は , 
REM Ze | FBZ | の 如く 伸縮 せしめ , Mid & S OMDB EARO BRE It 
明らか に その | MwA UM ReR UCHR S. FRAP iA BSE 
OD ifjae 43 10 VEO AN S ABE sh) G AR OTR EC 2, REESE PEW 
ALFHUM Sk, BML VE LLB STCHS, 

MBAR 72) TUBE 比較 的 減 海底 に は 特殊 な BRA HERD 
9,1851 年 來 (L・Agassiz) 門 界 の 問題 と な め , PAIL BOT & HIS RAI 
究 が 行 は れ て 居る 。 それ は 石 旅 岩 が 果して 海底 に 於 て 化 香 的 に 沈 淫 す る や 
GPOMEH LEE SCHOTT, 従来 は 右 旋 央 は 主 と し て 生物 岩 , 叉 は そ 
OMRaAc, そ UC RH Si. 上 直接 沈 淫 は 一 般 的 に は 認め られ な か つた の で 
ある 。 I -TIY 7 — > ン の 計 書 に 従 つ て 詳細 な 研究 を 行 ひ , フ ロク ダ 海 峡 附 

に 現在 堆積 し つ ゝ ある 条 石 は , その 一 部 は 原 地 生成 に 係 は る も の 有 れ ど 

も , 大 部 は 現 地 附近 に 路 出 する 古 期 地層 に 由来 する と 云 ふ 結論 に 達し た 。 
証し て 過去 に 於 て は , BEDE 現在 の ゲ レ ー ト ッ ー ト レー キ に 於 ける が 如き 
BRED ELE し, 直接 的 に 鏡石 の 生成 を 見 た る も の な る 可 LERS, COVER 
ES % CEES Ze aii CTT Bo PEARL O 4: ik BIA BE 08 2 > Yr 
eC SE S20, Kio 8 7 FY VIE TRC IAG B HERDER L 炭酸 忠 と ay 
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BEER TC COU PAT EOLA GA THIK, RROBE LR Wy 
OPE WDA IO RL P< ils OUR FE 4 BE LIB DHS. BEE Citas 
HDL OASIS KD AE HIRO 共 心 構造 が 認め られ , その HIRI] (cE 
TDD EAL, TF AUBCAK fA WL 22 RFT AL ik RES dus Hille BES A ~OTC 
Doo CREOMANILALMET 生成 され る と 云 ふ 訟 も ある が , 4 OME 
40 ぶ ーー ミル 以上 に 上 る 場 記 も ある ぁ る けれども, 猫 ほ 飽和 度 に は 注い 太 , 果 し て 
CBE D A HED BD 明か で な く , BAUS OWNS & WROD AE ELS 
係 は る も の で あら う 。 フ ロリ マダ PWEDE 4 ZO El 36~39 ペー ミル 
に 過ぎ な い 欧 , 普通 の 場合 に は 直接 的 に 沈 着 が 起 ら ぬる も の で あら 5 。 

ッ ー プ は また 和 卿 右 堆 積 物 中 に 特殊 な 泥 土 粒 の 存在 を 認め た 。 こ れ は 共 提 

物 た る 細 粒 粘土 と 同様 な る 物質 よめ り 成り, 長 軸 の 長き さ 0.2~2mm 7% 4 Hill 
fis 2 ZK L, 針 先 に て 容易 に 破 壌 し 得 5 れる 程度 の 軟 さ を も ち 所 に よ ょ つて 
HEFRIND, 1% D> 6 20~30% HEMI ZEOCHA, 1912 年 , ヴォ ー ン 
(Vaughan) 23 © 41 BSL LG EKO Shi. HES EOL BAK 然 
LE DROVE LAL (SA (SIL MS 共 心 構造 が 無く , その FERRIS op 
PRB LUCA PMT ASD, これ は Hh CBS t0T 居る た めで あ 
Do 19244, FY F- LMA SCOMRLUML, OMOVHOWA, KS, 
ROZOKBOHED RA, REY —-F 9 7 PICRAIS DD, LUE 
DEMO MA D 和 制 明 する に 至ら ば , その 應 用 す 可 き 範 園 の 廣 汎 に 下る 可 き 
eB. 以下 に この 問題 に 開 し レッ ー プ の WSS Bie Hee UC, その 経緯 
條 明らか に する 事 と し よう 。 

P74 7 —F 21h 189004, AB IR ZY FOVIAF IT —AO TRE 
eh & © ERR eB, 7 1) 7 1k 1904 年 = 7 EE S OER EID 
開 粒 と 思 急 され る Jew ee L, iA t OAH IR IL TS 示唆 を 奥 へ 
ee ee ASI AD ADT ERG UZIENLO 1716 2D Teo 
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PE KOTO CBN t BHU Sirk SVEN BRE 2 BTS 

も の で て で, COMBS PH CAULKOM<S CHS 

1. 特 丈 な 泥 土 結 粒 は 減 海 旗 乃 至 河 口 灘 等 に 廣 く 胡 見 せら る 。 

2. 錠 等 は 或 種 の 泥 食 動物 の 僅 粒 と 推定 され , 候 り FEAL LE AOU Bo 

3- 之 等 の 泥 粒 を 分 離し て 化 四 的 ; 物理 的 研究 を 行 ひ た る 結果 は , OAK 
ME ODS 75 DE NLR KAI S B » HERE D, (24s Fe SENT iat A 
EBON oe 

4. Sehr ¢ ieee tO 中 間 相 を 表示 する 各種 の 粒 も FLY Gtr, その 
初期 に 於 て は 色素 性 海 終 石 か 和 粒 内 に 班 中 を な し て 現 は れ , PERG IS 次 第 に 
Ji = HE D* © BAX ALD hh LBA TS (CB SHR SA し て 居る 。 

5. ZORA IL HYVER tite & 比較 研究 を 行 ひ , その 同一 
WED = BT D MED To 

6. HEIGL OBE HE feclet (< WS & BRED RRA MAIS, 少く と も そ 
D—-ABILBEAL DORR LYS EOLHES IND. 

SEB (7 — 7 Dik 1931 年 , + + O PG KOO BALA & OVE Cw Cad 
逃し た る も , 党 時 に あつ て は 猫 ほ PEALE OP BOUL LA YO) RRR BEL 
た が その 色 謀 の 暗 得 乃至 様 般 色 な る 事 , HK 大 さそ の 特徴 は 高橋 八木 の 記 
載 に 一 致す ぁ る も の で ある 。 

この 問題 は H. B. Moore の 海 楼 無 背 堆 動物 の 工 粒 の 研究 に よめ , 別 方 面 
KO の 解決 が 示さ れる に 至 つ た 。 同氏 は クラ イド 海 除 近 の eb ORE 
72 TREE L, 同時 に 各種 の 海 生 物 の 飼育 穫 験 の 結果 と を 農 照 し , ZILA A 
記載 を 提供 する に BOK, 72) Typo. BU Ss Old, 同氏 の 記載 に ょ 
る も の に 此 し 少し く 小型 な る も , その 概 形 並 に 構造 に 於 て は 閉 し き 類似 を 
MF6LDNCHS, TOAMS tric SEP, 97 bY THEO BA) RO 
he RORM Lieb 6 72 I AHEOLOL MUS 3, LMOM SA: 
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ADR UT 7 2 Y FUNCT SPB RR OTST IE 
い 。 フ ロリ ダ 海 の 泥 粒 は 何等 共 心 構造 あ 有 せ ず , WES OWI BRR, AFL 
虫 その 他 の 破片 を 含む が , 之 等 の も の は 必 し も 直接 に 動物 の RH oe 
味 せ ざる や も 計 め 難く , バクテリ アァ 泥 に PASSA DRO 食料 に 供 せ ら 
れる も の で あら 。 
要する に 委 者 て ソノ ソープ) は この 種 の 橋 園 形 泥 粒 に 開 し , こ ゝ に ムー ァ 7 等 の 
FNMA Ste KS SB 断言 せん と する も の な る も , 選 等 と 近似 する あ 
ら ゆ の る ぁ 泥 粒 の 成因 を 訟 明 す る に は PREZ VT HEM O & LIB OWES, ペ 
FH, 4 3 OSE SSSR DARIO AS DH < , MEOH 
SMR IEP ST OBA, 及び HOME IE.Z eK BHO BAIL 
ROWE SOM S CHARA J 
以上 は リー プ の 泥 土 結 粒 に BAS J fia CH O, 彼 は 初 は ヴォ ー - OAK 
結核 訟 に 従 つ た が , BAK Cdr Fe KH UC RE Re Rae L, HERG ¢ は 或 る 
場合 に は バク テリ ァ に よ つ て る も 類似 の 混和 糧 の 生成 が 可能 な らん か と 起 像 す 
る も の ・ ゝ 如く で ある 。 工 粒 訟 が COVELL RO LI SP HP, Fi 
論 般 来 の 研究 に まつ て 決定 す 可 き で ある が , 例 へ は 八木 氏 の 取扱 つた 材料 
の 場合 の 如き は その 殆 ん ど 全 部 が これ に BS SLED 余地 な く , 何れ の 
こも 械 粒 を 排 溢 せる 動物 の BERL DE Gtr, また 朴 光 教授 の 好意 
つて , PIM PAHOA OT. PP] MORMH tM, これ に 酷似 する を 事 
が 知ら れ , 是 つ また 葉 粒 に も 海 終 石 粒 に も 年 か ば 消化 され た EGER O fF 
FE DED tr, その 研究 に 係 は る 地質 時 代 の 海 線 石 層 も 何れ も 漠 准 堆 柄 で て , 
Y—FORAM SPO 堆積 に は 属し て Rew. MUTA—- 71, 774 
ド 沖 合 の 深度 2~300 m PEI B77 b= 7D BO Heed LO 
POA 3 ELIE LICH DV (1-2~1-5)C H Dik, 海流 その 他 に よ つ て 沖 
に 運搬 され, 一 定 の 場所 に 多く 推 積 する に 至る 可能 性 も リ り , 7 -—7FORP 
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(AT ME— OBEY & CIC KOTIRS SMS CHS, NWKKLI 19TH 
& (RIC BERL BERL L, Z Dit 3 tr 5 SRR ASE L, その 結果 は フフ 
LA Ae UT RR BUI ET ey BRT OD EAH Ae HL To lk HERE LO 
る に 至 つ た も の で , 上 記 の ムー ァ の 研究 の 如き も , これ に 暗示 を 得 て で 開始 さ 
れ た も の で ある 事 は , その 筆者 宛 の 私 信 に ょ つて も 明らか で ある ?。 同氏 は 
その 後 , 各種 の 富 駿 を 行 つ た が , それ 等 は 森 だ 上 記 の 著者 に は 知ら れ て 居 な 
Wo 

GE WLR At ROAM SRAwRAD 研究 は , THREE O 
機巧 の 研究 上 , 其 だ 重要 な 位置 や 占め る 事 は 云 ふ ZAK MUCHRA 
DMA UTR— CIE 6, BIN IEBHR AO SAIC UY Tih O» BI IL EO 
全部 を 交代 UCI eO 6 O, Bedi PEt ACT AMS BPI, BRK 
BST BAFMIM TT BBS OPI EOTROONTES. CHAD ik 
BALBMES Tz Old, MBOMMDR § WSS AKT LOTH SS 
COMBED WORM BRIO 分 解 に よ つ て 供給 され る も の に も せ ょ , 王 度 
は 海水 中 に 溶解 す 可 き も の で ある 交 , 要する に 海水 は WRC ECS 
る 加里 の 供給 者 で ある と 参 へ る 事 が 出来 る 。 最近 八木 民 が 3 EO) AF eR 


LUFORBO 結果 に よる と , カオ リン の 海水 中 に 於 ける DRE 


水中 に 於 ける よめ も 同一 條 件 の 下 に 3 EO BRA LL, RLS 7D FY TD 
共 働 に よる 場合 が 最も BUS, その 休 土 成分 が 次 第 に イィ ォ ン 化 さ れ て 水中 
に 次 解す る と 同時 に , 炊 留 粘土 に よる 加里 の 吸着 も 赤 , 海 水中 に 於 て 特に 著 
し き を 知る に 至 つ た 。 勘 の 如く , MBO RC SAAB ER LE | CA 
る 特徴 を な す も の と 云 ふ 事 が 出来 る で あら う 。 
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4332, BRI £S Dispersion 測定 法 
Wulff, P, Anderson, T. F. 

Minimalablenkung oFyEIc kU, Si 
1 CH RU BAK IC QVCO Disp- 
ersion を 同時 に 測定 する HEL FMS 
Yo 22 cit Hohlspiegeloptik を 使用 せ 
Vo HH, KCl, CsCl Hic our ct Oe Hi) 
を 掲げ , この 方法 に て は PRUE 4 tric 
て 1 まで の 正 礁 度 を 得る こと を 示せ り 。 
CZeits. Phys, 94, 28~37, 1935) (jE BF) 
4335, Polarizationsreflektometer 
RU FRE AICINIS Brewster 
角 に つい て Maier, W- 

光源 及び Zentrierung の 装置 を 改良 し 
測定 に 便利 な らし め た る Polarizations 
reflectometer を 以 て Brewster 角 を 測定 す 
oA EM~AKIV, CHE 依 i れ ば 屈折 
AIS 以上 の も ゃ の ・ ゝ 測定 も 可能 た し て 
に て 測定 不可 能 な 
る 小春 物 に つき て る ゃ 測定 し 得 。 但 し 正確 
度 は 移 劣 る を ま ぬ か れず 。 之 を 以 て 方 解 
Aim Brewster 74 FES SIC, HARI 
せら れ た る 値 と は 異な る も ゃ も の を 待た り 。 
上 融 に 之 に 開 連 し て 一 軸 性 結 品 の Brewster 
$4 © HM & BH hee VY. CZeits. Inst- 
rumentenkunde 55,49~63,1935)(yExe # J 
4334, SVVHVABBOBE Brown, 
W. L. 

着 者 は 入 産 地 の 方 解 石 十 二 個 を 用 ゐ , 


Kristallrefraktometer 


SOBRIC EU CAT SBS AML VU 
定 し , 之 に 含有 せら る ヽ Mn Ft Bo 
EE, MAAS 比重 及び 分 子 容積 と の 開 係 
ERODE UV, COMMIRRICH ST 2 MM 
(JRE Mo 量 の 増加 に 比例 し て 増大 
し , 約 3.522 MaCOs に 於 て 最大 値 を と ょ とり 
ZL VMRRMES 9 MARR IE ES IK 
ZC SEP し て 規則 正 LS BATS B,— 
KDFRGLRE OGM SNF ZEV 
盤 光 は 置換 原子 の 大 さ の 差 に 基き て 生 ず 
S~tDER VSO 


oe =; 
Ge) LER PAD) 比重 | 2B 
a de ate | 1-6585) 2.715 | 36-86 
0-24 | 0-11 | 1-6587| 2-720 | 36-81 
0:55 | 0-42 | 1-6599| 2-726 | 36-76 
0O-7L | 0-51 | 1.6619 2:749 | 36.59 
2-34 | 0-63 | 1-6620 2-742 | 36-60 | 
3.00 | 0.68 | 1-6624] 2.744 | 36-63 | 
| 3-63 | 0.71 | 1.6652) 2-761 | 36-49 | 
3-90 | 0.68 | 1-6636! 2-755 | 36-53 | 
4-87 | 0.63 | 1-6657| 2-768 | 36-43 
6-50 | 0-56 | L-6677| 2-780 | 36-35. | 
14:30 | 0-15 | 1-6795| 2-865 | 35-68 
| ORMOND) econo 1.6919| 2-945 |35-15 


(Univ. Toront Studies, Geol. Ser., No, 
36, 4554. 1934.) (KARI 
fo BMORP BRI ee T= Hh 

Yh AE fh D By I< & FAR RE & 
GRR V 400°C AF IK CHC PRBS 
tf -G IK 2 LM し 試料 を MIMMIC Ad, 
KALIC 1 MM OM(K, NHs, CO2, SO2, 
CoHo, Oo & AGE し め て 無体 容積 の 
減少 を 測定 せり 。 基 結果 を 次 の 4 種 に 分 
CV. Q) RESON Mo 
収 療 を な する も の , 例 へ ば ミン トチ ナイ ト 。, 海 
wai Device & 9 oF ae em Late 


# 16C38) 


aA hy Oh KK 
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EMTS, WALHAWA, Er Fv 
Th ASG KOR VIC NHs を 吸 ひ 化 
合 物 を 生ずる も ゃ の, 例 へ ば 酸性 白土 , 石綿 
YS AL 濁水 石 , 束 沸 石 , PREV As bm 7 
YUH, AR 4b, PRU A, BA, PR 
学 石 等 無体 を 吸収 そ ざ る も の , 例 へ 
(eee A, te, AIRT BubA, CAA 
thir aR, 10, 673~676, 昭 LOCH ACD 
4336. BRTCRRMOWR ARE 
ARTA Eto ie) HA ALRECARRR, dH )H 
“BABB 

AS BE aa De i 1 BS eee IC Ja A 0 ES 
Ax 3 IER, RERRU FRE Y KS 
ペグ マタ イト 中 に 産 す る も の に LT, 結 
上 品 は 普通 た 見 る 如 《 EMRE te L (100), 
(O0L), C111) RU 二 種 の 底面 を 認め 得 
る も の な り 。 比重 344 (20.3°C) に し 
て , 多 色 性 強く , 光 過 性 賀 に Uc, 2V 84° 
tr Vo HERA lt SiO» 30.45 %, Al203s 
18.28, FeO 13-99, CaO 9.19, MgO 0.25, 
MnO 2.42, ThOx 1.46, Ce203 10.10, 
Lag03 其他 Ce 局 元 素 の 酸化 物 及 Y203 
その 他 Y 属 元 素 の 酸化 物 11.01, TiO, 
0.86, H2O1.56 t% 0, 上 衣 の 結果 は RO: 
R203 :Si0g+TiOg :H.0=4:3:6: 1 
ICE W. L¥ig 4 RO-3 R2O3.6(Si, TiO。 
H20, skit Caz CAIOH) (Al, Ce, Fe-.-) 
GSi04)3 に 近 き も の な る 事 を 知る 。 
(日 化 , 56, 1523~1524, 19835 う 「 待 場 〕 
4337, AMHDOBROWM Russell, R. 
D. . 

Louisiana }{J Baton Rouge jc fC, 1934 
423 9 11 ARV 1985 年 3 月 12 日 に 起 
り LI ORE kU MER BR SEO 


KUCH 0.0L mm. 以上 の 粒 に 就き , そ 
ORM RAROM FEE REE VY Mat 
REE bed CSM OBNCAT HM) 2A L, 
FIC AMR を 多量 に 含有 す 。 その 
主要 な る も の は Volcanic glass, Quartz, 
Hematite, Epidote, Dolomite, Clay, Plant 
fragments Felspan“@tp ) , this maoe 
種 な る こと は も ゃ と の 岩石 の 多種 な る と と 
想像 を られ , HMO 多量 に 存する こと は 
起源 地方 に 特に 火山 灰 が 多量 に 存する こ 
と を 意味 する も の な る さ べし 。 又 彼 藩 の 形 
RUSH pte S BK DBR bS~LS 
(Am, Jour, Sci, 31, 50~66. 1935) CL 竹内 〕 
4338, Graves WOUKME — John- 
ston, W. D. 

Georgia 洲 Graves (ec A, PAD 
HM FiO Hb と し て 有名 な り 。 AE 
物 は 藍 品 石 : チタ VERT DART, ARTs 
Yo BLA E CAMEL PD PR ICR 
る dynamic regional eA feE AIC k UAE IR 
TERE VEB~SLEVS HAP OR 
BHR A 3 die 3 SERIE KY AE Ke 
hs REGO BT HIRO ea 
に 普通 な る BAKU, 筆者 は APE RE AR 
は 盛 ろ 熱 水 作用 に 起因 する も ゃ の な り と 考 
~% V5 (Proc. Geol. Soc. Am. 1934, 
86. 1935) CAF A) 

4339, Traprain Law, East Loth- 
ian 産 急 眼 石 Anderson, J. G. C, EL. 
der, S. 

KM O th FIC AY te S phonolitic Jac- 
colith の drusy cavities 中 に , 3B we S 
AURA OFX DS V, COOOL), a で C100 う 及び 
PALME DRY, Cit & ¢ BS Le 
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(cA YK te Y 5 ac B(x 0.75 cm ある を 普通 
と らし, その 三信 に 達する も ゃ の あり 。 色 は 
PERL) EE IC し て , 属 折 符 約 1.53, 比重 
2.388 な り 。 (Min. Mag., 24, 90~91, 1935) 
CAT AD 
4340, カオ リン 硫 物 の 熱 移 覆 質 AN 
4367 BR. 
4341, カオ リン の 脱水 AAA 4568 BIA. 
4342, SiR Galliher, E. W. 
カリ フォ オル ニア の モン テリ ー 洪 に た 於 て 
(LFASSRE EV BRE S HERR AHS BL IC 
存在 し Th SBE LU HERA IC BIS 
6 SHOR Blt b So Ii し て 扇 
FENRO ZU AER YEA ICIZAKT BB 
OEV, CORES ABEL Tv w Y PED 
SVEAA IK GS CEL, FHA, 加里 が 減少 し 鐵 


DIBIMEA R24 SROTV, MULT. 


PACES VME Id fk oD CPR IC FFIL SN YG 
DIVo CORAM DEKE &—-¥ 

Ly Pie fia RRR ( に 存在 し, LPR 
Wea th 域 近 くに BSL SA, eA 
OBR (LAA BBO MAK k 
り て 左 有 を られ 不定 な る % ゃ の な り 。 HS 
海 線 石 は 圭 母 の 風化 生成 物 な り 。 Bull. 
Geol. Soc, Am., 46, 1351—18366) C/K) 
4343, 性 百 石 の 二 三 の 和 履 質 Taliaferro, 
Not. 

BBO RM BONNY IC FEN A ie S 
HORUS vv — biKeRe CRs LICK 
Ti AER UE ILIKO A DAR Bic し て 
MIA LIKOPLD & LICH AT S & Ate V 
RT BR OBE © [fila kk — FE LIRR 
OMAR i PUKING LIC (M46 し て と の 曲 
線 と クリ スネ トペ バル 右 - 水 な る ENIOD 系 


の それ と の 間 に あ り 。 測定 値 は 水 - 非 品 
TL EEIR RO HS th LRA YS IC 
大 な り 。 BRKRAARUF ¥ — b tTBS 
BAe & AW y ~z b NS AD X-Ray 
Pattern £73 IESE Rit HEB rr ws k 
DUE eA ANT ES & tes AE SH 
MEAL, OD BNET VAAN BA 
SRBC VL RW 5S, Rn LCR 
KF I APA AAEEET, RAG 
BDU Mic k VBA KK Lis 
2X SBA Lic Cit ABO Bib te ¢ 1k 
Dip \< FRO C AD AR UB BE eH LK 
WOT, cits > AAW し て 丁 
JE K-22 56 -FE fis OER RU KER 7 VY 
APAL ARCH SMBH BICPE 
Yo RANMLIER CMMI SL2aA 
PRUE IC IL GES 6 Ste (KER 
SEU CHM LIFS LORVS MK R 
UFR OVE US ADE ASB OBE IC BS S BC 
ICH C—-EETSLORGBAT SO 
な り 。 (Am, Jour, Sci., 30, 450~474, 
1935) (L 待 場 〕 
4344, Massachusetts }] Rockport 
#2 Griinerite 及び 合成 F-HAGRIE 
BET Bowen, N, L., Schairer, J. F. 
Pegmatite 中 の griinerite % {h Ebay ic Hf 
究 せ る に 理論 式 (OH)sFez(Si4Oi う sa に 
sh & BEd Y , Cummingtonite-griinerite 
系 に つき て は 先 に Sundius OR RUe SH 
BHU, CORRO WM & IB HIC 
SREB EU IEORO KE emt 
diagram & fee SIC MA Fe 分 子 
ode hy & SEC ATIC BMT S B Fate V 
Mg-Fe-F #4 [4 7i (4 MgSiO3-FeSiOg ilk 


抄 18<40> 
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石 を NaF  catalystic (& V BAR LD Sd 
際 得 を る も の な る が , MEANS Mt 
wy Fe 7 Foe HCAMHIK St 
FStoOrbEDLLORED PR OLS 
成分 を MRBICKY 決定 せる に , SRA 
PAS micAe Se Ye Mg に 
BOS PAM VS (Am, Min., 20, 543 
へ ~551, 1935) 〔C 河 野 〕 
4345, SBBR(CHT Winchell, A. N. 

EG (LEC BARRO RSMTO te Bm 
FL BED BE O KROPF E I] ZC 
CTH Yo TAPS OBR bie } AE 
な る 問題 は 正確 な る 端 成分 分 子 の 決定 に 
Lt, 特に Fe" と Ti cht stor v 
き 。 基 後 筆者 は HVE TIC AT, Fe "が Mg 
を 置換 する と と を 認め , Kunitz (¢ ATA 
に し か る も 結 品 を 硫 壌 する と と な く , Me 
母 中 の Fe" を Fe" に 締 化 する に 成功 し , 
叉 Barnes (LA PRoOw & AP AMC 
し , -Oetthit H を 除去 する 結果 生ずる 
も の に し て , 〇 の 添加 に 基 ( ぴ も の に 非 ざ 
る と と を 示せ り 。 MiCMBHICKT Fe 
が Mg を 置換 する 老 は , EL し て 分 析 の 
研究 の み に BEC BRI ls SEF UT, 少く 
と る も 合理 的 の 許 と 見 余 し 得 さ べし 。 叉 近年 
Machatschki と Jakob 2 (i Ti % ype sq ¢ 
Mg を 置換 する な らん と の WMeRAe 
Yo 

PAIRS EROMRC HINES 
36 個 の 再 槍 と, 先 に 端 成 分 分 子 と し て ; 
H4K2(Mg, Fe)e AloSis02 及び Hy 
Ks2(Mg, Fe)s Al4Sis0n を 用 ゐ た る る も 
ZILRIC LT, SLH4Ko(Mg, Fed, Alo 
SigQu} RU 6(H4Ky (Mg, Fe)s Aly 


Sis0u} を 用 ふる 方 合理 的 な る を 知り た 
2% Soic BH e SAR Et EST 
ZSKBNV, COMIC ME SARE 
先 に 著 し た る も の と 比較 する に , DHT 
LET RMOMBRALDA MBS S14 
KoMggAloSigO24) Phlogopite & 5CH4 
K9FegAlgSigOs}) Annite の 側 に 移動 す 
SLHBMEE RAT MOMBABA CE 
化 を 示さ きず 。 CAm. Min., 20, 773~779, 
1935) 〔 大 森 〕 

4346, Amelia 附近 産 の ペタ クマ 鐘 イ ト 硫 
物 Glass, J. J. 

Virginia 州 Amelia に 近 き Rutherford 
と Morefield の ペグ マッ マタ イト より 産出 そ 
OBEY 3 AIC RC, BERR, 主 な る 特 
lta fh ER USE & PUY VQ COMP 
wb > vf, “ZEEE, BESIDE, phenacite, 
ky vy VBR, BE, tripliteRuU sv yr 
PRE 8 Hit FA OR NICKS & OTe 
Yo TAME BP BEER TA & Heth IH 
EB CHIEREO M Lo 叉 分 光 法 に 依り 


a B| y |Sign| av 
| 2th 1-5881-645)1.645 — | 0°— 8° 
自 雲母 1-5531:58311:589| — | 47° 
» — |1.552/1-583/1-590, — | 45° 
» 1.5621:5901:595| — | 42° 
自 雲母 5 go ano 
Ag ig 1543115601575] 0°=80 
» 1.5451:5641.574| — '70°—75° 
» 1.553I1.5821.588| — [30°- 40° 
» — |1.548/1-579|1-585| — | 0°— 3° 
F YT NX 1.550)1-580) 1-580 
PEER 1.5581.5891.590| ~ | 0°—83° 


て 稀有 元素 を 分 析 す る に , ASH Rug 
BRE IC IL PIP ie « B を , REE AL, BA, 
E 電 無 石 及び 雲母 の 一 部 に Be を , マン 


reo 
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wy tR RUMI Ge を , BEA, th 
SEA, # A, manganotantalite 及び 白雲 
母 の 一 部 に Pb を , MORE ORD Lt 
て に Sn を 認め た り 。 更に 草 長 石 , 微 斜 長 
Ai, 41 Bes BE BU FORE IC BEC SRI 
RUBRICS 6BKMEERL, TOR 
を 表示 せり 。 

‘Am. Min., 20, 741~768, 1935) (KR) 
Acetylsalicylic acid (PAE 
WMECKES HEHE pe 
BA, VER. 

Bayer DR e LCT ACV Yay 
fii Z Acetylsalicylic acid の 結晶 の 形態 
BKB & Tr ~K Vo 
(LAE IC Uc, a:b: c=1:7120:1: 
1,6809 ; (100), C1109, (0U1), CO1IDSE の 
aI k ¢ BRET. Hea it COLO) ic HE 


と この も の 


ZLib, X/A\C=45°~46° (8 OFFS HIC TE | 


て ) に し て , «=1.502, B=1.640, 7 = 1.652 
2E & URE LES 2V wD fflz 80°3U! に 
LCEMAA SV HEE S fla 319577 
Vo PMG Op, 武田 , 山川 , 岩城 , 三共 
等 の 製品 に つき て る ゃ 同様 の 研究 を 行 へ た 
SM, COMMA 各 製 造 考 の も の 相互 に 
ERS CHEMIE HORE 
は 全く 同一 に し て , 出現 する 面 の 種類 も 
概ね 相似 た り 。 常温 に て 結 品 せしめ た る 
ぁゃ の は 〔100〕 (CHP SHER HED % 
DE ,50~ 60° CHE LOBES RO 
SCOO1 DTH BE ¢ PSE し , (010) Aimy ic PE 
x AIR OWED %O# Lo Bayer の 製品 
は こと の 後者 の も の に 似 た る 品 癖 を 示す 。 
CProc. Imp. Acad. 11, 379~380, 1935) 
CEB HT) 


4348, HAR:O RBS «& BRU y OEE 
ST, (3) 三 者 の 開 係 Lipson, H, 
朋 釣 に 於 ける % B, yoo SAR REMY & pee 
する 主 な る factor は 一 償 イ そ オン の イィ イィ ォ ン 
御 径 た に ある も の 如く 第 一 族 元素 の Cs 
Rb, K, Na, Li 2 EF ZKKUZtO 4 
a yAPA@is 1.65 A, 1.49 2, 1.33 8. 0.98 
A, 0.78 & と 次 第 に 減少 す 。 Bio 4 + 
YPFEK THAI iS ROR K Hye « 
PIC Kiz SPA OCs WBS B 型 に , 小 な 


| る 生 径 を 代表 する Na を 含む も の は yy 型 


に 結 品 し 最も 小 な る Li を 含む 明 綱 橋 造 
は 存在 し 能 は ず 。 先 づ « 型 が 形成 きれ た 
EF SK, Rb 144+ VOAK ACs DAE 
PLDEBoOr LF SLAHEMR LT 
AGe LH2O (tee HABE し 他 の 群 
(AlH 206 の H2O 2 se te 0) CHEE OL 
て 一 全 人 金属 の 中 心 よ り の 距離 は 増大 する 
KBSo KOCLEORSH LBBOM 
離 を 保持 を ん と DCH RIL E BMEF 3 IK 
BS~ Lo MUX OME SE — EO Hi MD 
る を 以 っ て 三 回 軸 上 の SO4 群 が 軸 上 を 移 
動 す る に 至る 。 と こと の 際 SO4 AHBHKVS 
RC 一 偵 人 金属 うか ら の 政 離 を 減少 する 如く 
動 《 こ と の 二 者 間 の 引力 が 相 常 に 大 と な れ 
ば SO4 LPH LV CHES BME S 
HIT SCBS~L,LB~OBMMbE 
構造 中 の R が 減少 する 時 に は 之 に 属す 
る H20 (se HhoRek Ved) HZO-OwD 
BRE SO, O=hl Hh Lo BMowac Tc 
は 補足 し 得 ず し て SO4 群 は その 軸 上 に 
逆 耐 と な り て RO 和 下 離 は 小 と も となり, R- 
Hy,O も 小 と な る 。 之 Y 現 構造 な り 。 更 
に R′ を 少 に し て も 安定 な る 構造 を と り 得 
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a TE TR OM 


#R 152 


ざる を 以 っ Li WRK LUGE SEV S 
A WIBEIC AT BA > YALE RIK Fic 
Wet SAEUR TE OBL & SFR UO 
(Proc. Roy. Soc., 151, 347~356, 1935) 
CAR 


BASRAUS 


4349, 化 皇 分 析 よ り 岩 石 比 重 の 算出 
Daly, R, A, 

上 比重 の 測定 せら れ た る 各種 の 深成岩 の 
化 還 分 析 の 結果 を 選び , 2 & 10926 1c pA SE 
す 。 Ric Washington の ノル ム を 計算 し 
各 太 物 の 重量 戸 分 比 に Iddings a Hl~r 
LERERE tO MAE UCHH (無水 
LIRERS) の ノル ム を 密度 と な す 。 ZI 
H,O KMS SEE LM UCHR S 7 
A TS RELI A ERO BRIS Lo Zk 
RW Ole 比較 する に その 差異 は 試料 
ORAL Es HEI BS MEO HIN 
に 在り 。 RICGHOS WIRE RHIC HC 
同様 の 密度 計算 を 行 ふ に 概 し て 談 差 大 な 
Yo LUADHTPKADAMLYES LOR, 
BeSICHS. KEOMM LE し て 玄武 岩 
の 比重 , 深 成 内 と 噴出 賑 と の 比重 の 差異 , 
岩石 の 無 和 孔 度 の CCMA. BAO 比重 
等 の 間 題 た に 及 べ り 。 CProc. Nat. Acad, 
Sci,, 21, 657~663, 1935)【〔 吉 木 〕 
9350, 火成岩 中 の 角 関 石 の 結晶 作用 に 開 
FOLBEROREB Kennedy, W. Q. 

FAPK EU RET Be fy [Fi o> {i dr D> as HME 
FS PRE A ICL AA © APES 
物 の 比 が 最も 重大 に LUCK ILL 
Ota Bw WTF IC kV CHER (a Ree 
bdo Mt te MHWNFi to MgO-=CaO-FeO 


Obits LI ERE Mm し , Asklund Gc f€ 
れ ば 天然 の WETICE C BERET, RAE 
THe MgO に 富み , CaO cS LX HA 
RR BHA & @iRicit MgO-CaO-Fe 系 
の 三角 賠 た 於 て 不 混 各 域 存在 す と 。 夫 区 
IK — DOM! ORLA © RL lk — DAD Hei 
HERR AN OMT HEM ROM 
Owe (iO [ie Bee wd, Ze 之 に た 反し て 一 
MOM ORAKT LiMo nes 
む 岩 石 の MgO-CaO-FeO の 比 は 此 不 混和 
域 の 部 分 を 占 む 。 ゃ も し 角 関 石 の 成分 に 或 
修正 を 加え て 煙 石 と 同じ 《 行 ふ 時 は 角 了 内 
Fi ® 40 種 の 分 析 の MgO-CaO.FeO oth 
並び に 16 種 の SHNHOLBO leew 
Wt SIC kiko Cie Me し 部 分 に 落 
BEV 5 HHI KRM O AMD BEC TC 


KL TSS MAO BA (SET E し て 


WWAeZET SBE MS. MER 
PRE © Ye as ah fhe 3 BD APN 71 IK C fia 
Fle SIR PIC BMA BA CRBC 
BRARRES ARIK CAN Fase 
USA KS 0 CMBR Be SD 
場合 に は FAN FiO FeV IK, MEE RO RE 
Aas hath FP し て 二 種 の 輝石 の 混合 物 が 
生ずる 理 な り 。 CMin. Mag. 24, 203~207, 
1935) CRA AD 
4351, Brazil Fernando Noronha 
の 火成岩 Burri, C,, Smith, W, C. 
Fernando Noronha (t Brazil の 北東 海 
岸 に 位置 する 火山 島 た に し て P. Esenwein 
(2192846 1c HEE ay Ait & Hee E UC ARBRE 
島 順 の 火成岩 の 開 係 を 論じ 分 化 系 統 の 種 
その 型 を 臨 分 せり 然し と の 島 は その 開 係 
複雑 に し て 一 つの typeic ht 3 ETA 
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Mstcena tits, BA, 7% » YALA 
44, #2 BCE) f& 玄武 岩 , monchiquite, 
gauteit yx essexite 等 に し て essexite は 
in situ と し て は 見 bat, ZED series は 
Bohemia の Mittelgebirge DAA LAW. 
Fi LUCHA MAE AHL & OIC L 
TCOOB>KRMEAM OK tS aH aK 
D—*H & feet, (Schweiz. M. P. M, 
13, 405~434, 1933) CHR AD 
4352, Spain, Campos de Calatrava 
OBER UW Burri, C., Parga, I. P. 
Ag HD Ae WS (SK ED A [i BB 
成 し , 大 体 三 種 の 岩石 に 分 た れ , 第 一 は 基 
性 の Ankaratrit に LC, ZILA, WEF, 


BT BER BBE, RA, MA, 


RFA YT GWE KURU Ot 
BHARBYRTERMUT 6. AM eR 
KS SCKVURO=CK MT, BSH 
Ak URES SRALAT S Ankaratrit, 
PETE AMELD AEE EAS 3 BEA’ Ankara- 
trit 及び グラ スネ 質 石 基 を 有する Ankaratrit 
な り , 第 二 は 分 缶 小 な る > MAKE 
BRAC UCPAGH EB BE Aa IC 
し て A fi, THEA, 黒雲 母 , Bio ょ より 
成る 。 著者 は 最後 に Spain の 著 き 火山 岩 
と 本 地域 の 夫 と を 比較 し その 化 牽 力 並 に 
| 分 化 系 統 を 論じ た り 。:C(Schweiz, M, P. 

_™. 13, 40~73, 1933) Ci AD 
4353, MgO, FeO, Si0o#@SET SR 
HABER RORLR Sundius. N. 

著者 は Sweden Atvidaberg Granite, 
Silverknut Granophyre 及 Stavsj6 Hels- 
inkite の 研究 より Mg, Fe, Al, Si に 富む 
math, A, WA TALE TT, 


関 石 を 含む 凡 て の 岩石 及び 之 と 一 般 に 同 
伴 す る 太古 代 人 花岡 岩 群 の 硫化 , PR eR 
石 の 成因 等 は 著者 の 所 主 magnesiame- 
tasomatosis IC (K) CHW X 7 HO meta- 
somatically |c JRE S WAAW DIK 
AA ICAU EO Bey tH KAR 
ょ り 直 接 に 分 離し 更に 石英 に 富み , Meg, 
Fe ALE GAS SA MICMBS 6 ART 
te yala sei & と し て Bac 集中 し て in 
situ 2 UC WT SH RAMBO BA 
に 搾 出 せら る と 考 へ ちる 。 机 し て 紫 種 の 
HE ORK (EW aR OTE EL BAT LIK 
に 富む 。 次 に 水 に 富む 岩 此 の 場合 に は 残 
存 せ る IAM (x (Fe, Mn) O, MgO, 
CaO の HO ose FOB RICK YC 
KEIS, WUCMAA, MERO 分 離 
は magmatic period proper 中 に 起 る る も; 
Zlk RRO 濃度 に 因 る は 男 か な り 。 残 
液 が 水 に 富み , AEB IC BAO 量 が 適 
度 に ある BRCAANA, BBHEO THE 
ICM s, ZEO 多少 は WM BAD 
残 液 中 に BY, magmatic period proper 
ょ り 後 の 甚だ 晩期 旋 そ れ 和 人 等 の 酸化 物 は 洗 
We YSCBS, 次 に 著者 は 種々 の 化合 
物 の 沸騰 器 を 老 へ 無 成 作用 に 依る も の と 
Mg-metasomatic Process に 依り て 生ずる 
DRI OKRA E i CRA LH BRD 
REvPMEKZS しく, MgO, FeO, SiO2 
を 集積 する を 特徴 と し 前 者 は As, Sb, Bi 
Ohix WMO Rs REKT KK BoD 
eA LE MR, CSver. Geol, Under- 
sékning C, 29, 1~24, 1935) GERAD 
4354, Maine }l] Ohawa Rie GOR 
%#5§ Phibrick, S. S, 
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中 部 Maine jh 7B pp Lh ae O Pa dia te S Ona- 
wa thikit eS vy SOKA 
より な り , 本 岩 中 に は (時 に は RACE 
に る も ) 27 4G AHR BY, 酸性 ょ より 中 性 
の 花 間 岩 質 岩 小 塊 衝 入 せり 。 深 造 岩 の 端 
部 に 於 て は 同時 の 小 福 曲 を 生じ , 炊い で 
stoping 及び 同化 作用 起り , 岩 紫 分 化 起 り 
“CHILE JA eae & AEE 9 MEA & AER 
OXEAIC #8 C, HMA FAI ee 
Fy & Y iAerc injectionfels, hornfels 紅 杜 
AW BO 3 20 PEAR EA eB AER At Vo 
Me CHM AIM, % ¢ o aplitic AIK 
= OBS PICREA Uo 次 に 同化 作用 
を 行 へ る AloOs WHicwy SBE BI 
tA し , 最後 に MERAY 伴 へ る 右 英 
WRAY 9 BH ORER UE A LAR 
43 DFG MC WSC ELE th A ED WB 
に は HERA Rte ae Cb, BEA a の 岩 
板 の 陰 近 は その 度合 少な り 。 性 質 及 び 強 
さき は 火成岩 の 結 品 作用 の 和 駄 態 た 依り 左右 
を せら る 。(Am. J. Sci. 31, 1~40, 1935) 
[河野 〕 

4355, Finland Esho #4 EICANI SE 
HRTER3S Sederholm, J. J. 

本 岩 は H. Tellqvist Apeic k y HW 
られ た る を も ゃ の に UT, Esbo Hix Noaks 
Langtrisk 湖 の 東岸 に 新設 きれ し 道路 に 
Bet Ly 限 近 は 中 粒 質 灰色 の 花 賠 岩 な り 。 
RAL AK/D 2 MOMMA YC 大 な る は 
6~15 Hii, 小 な る は 2~3 MOHELA L, 
FIRB ICS SARA DLE (L58~ 602% te 
Do 7ASRB A Tilt AK SB, 充填 部 等 そ 
の 構造 は 異な れ ど る る, 各部 分 は RAB 
RRB OF —-RPRD VIE VY, 各部 


分 の 化 征 成分 も 赤 全 く 同 一 な る を 知れ り 
WO ERE TID 如く REL Dee BRA L F8 
IG & ORIG KA OPE し き 場 合 に 呉 へ 
られ た る 訟 明 を 此 の 場合 に も 適用 する こ 
と の 不 合理 な る を USL, KHAO 
BL AER YT (LAS TE REM] te VL BES fAPAS 
SRL A Be UF PASE © AE BA PIC aK He} 
ILMB HO RIT e SARS O, BH 
は 種々 論議 ES DS SRE IE HOR 
HEE RIC hk 直接 開 係 な し と せり 。 CBull. 
Com. Céol. Fin,, 89, 12~20, 1928) 
Caper) 

4356. 千島 に 於 ける 深成岩 , 特に HRS 
に 於 て 新 に 可 見 せら 泌 た る 花 賠 商 線 岩 に 
RET MATS 

GEAR SF) VL AWS ARE FF eg SE 
RE FSA AE LIC 分 け られ , BARI A 
SE RU Zt wR SEK RIA GS 
より な れ ど も, Set MP=H]MBS し く 
ば 洪 積 悦 を 基 医 と する 新 期 火 山 喧 出 物 ょ よ 
VEU, RIK BI Ss 古 期 岩石 の 分 
謝 明 か な ら ざ りき 。 然るに 著者 は 昭和 9 
年 夏 得 撫 備 に 於 て 新 筑 三 紀 層 に 不 整 合 に 
RIL S TEPER TEPER HED eV & St 
べ 本 崖 は 3s そ らく 北海 道 及び ヵ カム チャ ヤッ 
OP ky IC Bie Siti A tO RSE 
有する も の な る さく, FRME OE 
寺前 隆起 の 度 高き 2.3 の 大 な る BK 
そら く 花岡 岩 類 が 吉 出 し , そ れ ら の FRE 
LF Be 北海 道 及 カム チャ ッ カ ヵ カ 生 
hy & UD S RHEE ATT SL SALL 
EMM 著者 は 叉 本 岩 の 化 内 成分 及び 知 
ADD RD OE & S AMIC AER 
Yo QU, 45, 1+10, 1935) 【〔 河 野 〕 
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4357, 千島 阿 頼 度 火 山 の 岩 石 塁 的 研究 
Kuno, H. 

本 紙 は 阿 頼 度 島 及び 武富 火山 より 田中 
GHA: OPEL Se BRO SB 
も の な り 。 検 鏡 せ る 結果 ; 阿 頼 島 の 岩石 は 
普通 煙 石 - 概 要 石 - 灰 民 れ - 玄 武 岩 乃 至 普 通 
HEA BEA SN IC Bj S & Ste V off 
by D SNS & BEAM OLA & ER 
SIC OIC LA ERE HEV 
BaP RE KS OD BB AIRE ICAI ORE 
長石 を 含有 を る を 特性 と する 場合 あれ も ど 
Co BEATE OEE te 0 RIC (DIRE 
RAODL VICK SROMEBALES 
有 を る 場合 あり 。 BH ORE MTA O 
WHA ZAc AHRCMOBMT 28 
AED 4 Ole 0, ABA cist BE 
maa HET ea RI EO ACU 
ARTEAGA ICL BE & 
HEVECRLE RHE, 本島 岩 
AUR HA PSR tet EO, A 
eFa4 VIHA, 本島 岩 石 基 中 に は ア 
ルカ ヵ カリ 長石 多量 に UC, HRI e Ki 
ERMA BMA IC LC, ア 
NAVRAERGV, MHBRTE HR 

BERR UAALFVRIAOCOLSE 
BRU SW, BEAR ACR ( Me 
る も 本 島 岩 は KQO KBB ATRO 
少量 な る が 特性 な り と 言 ひ 本 島 岩 は む し 
ろ ア ルカ リ 玄 武 岩 に 局 す べき も の な り リ と 
US, RAK BAAE SS AME Tit TAH 
#iF (Lintratelluric と effusive stage と を 
PAS, PH HAAR OUCH L, effusive 
stage に 生 CK S HH Tis, intratelluric 
の も ゃ の と ょ より BCMA, MBE HU THE 


AO A ¥G HIS CS AE LK UDA DR 
KH VY & thas, Cap. J. Geol. 12, 
153~162, 1935) 【〔 河 時 
4358, 本 邦 火 山 の 地球 化 皇 的 研究 < 其 一 ) 
濾 間 火山 の 噴出 丸 匠 並 に 湧出 水 の 研 完 
(第 一 報 ) FO B=E 

著者 は 昭和 9 年 8 月 , IO 月 , 昭和 10 年 
4 月 , 6 月 , 8 Hos picbkeY BAA 
HITEC Re OS AC Bhp SEE 2 WEE HY BIT Be OY HH I vc 
PES CHL BARE tet), WW ko w 
度 分 布 を 見 る に 一 般 に EOL, 濁川 流域 
の も の は 低温 な る に K 有 反し 湯川 流域 天 笹 確 
和泉 地方 の も の は 比較 的 高温 に UT, 火山 
WR RIBS ICL Ve eee F, Bis 
微量 な が REO b Spe ILS % Peete ie 
は 1 乃至 2 なり 。 Pot 58 6.6 の 間 の 
も の 最も 多く 最も 酸性 な る は 地獄 谷 噴 舞 
LIM KZ5) ic し て 最も アル ヵ リ 性 な る は 
千曲 川 の 水 (7.6 う な り 。 Pa 分 布 を 一 幕 す 
Vid, WAC F LOK BPMs 4 OF 
《 く 遠ざかる に 従 ひ 中 性 叉 は アル ヵ リ 性 
と な る 。 叉 二 三 を 除け ば Psa は 一 般 に 火山 
WMCKLVSE VARtLe PT cH atte 
(L 3 PERE Yo MWK OU TLD AK © 1 
量 は 著しく 坦 減 し , 火山 の BRB ek 著 
し く 減 水 し , 更に 時 と FEC HE FSO 
SAD し 。 WSR ARE A AUT © He ABA I & Si 
S CPEB OY Mai ic 2, CO, 重 炭化 
水素 は 極大 値 を 示し, CH44+CoHg, Ov 
は 極小 値 を 示せ り 。 (日 化 , 58, 1495~ 
1510, 1935) ( 待 場 〕 
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Shaub, B. M. 


aan は EIS bet yr A x 2une 


tified b nded tructure な 
て crustifie Rik anded structur 


ameter TT REA A PR NE EN 


せる も の の 各 band の DHRC IST om rT 
S%DKLT, LC, MH ia Z AM OBEN D War 


CRI AC ETRE AES eT 
ie band 
Sea & fe, Ries Lod. oband OB 


ZR lenin 
BD ICAL IE 2 dh © a 
(Am, Min., 29, 875 ~-880, 1935) Crp 
4360, 東部 シベ リヤ , Llimpeia JOR 
HEPRIZRET Sobolev, V 

春 床 は Siberian platform 中 に ある 特 
BED type DY OC LTC, MVE fh 3H (x Tun- 
gussian series 凝灰岩 層 ょ り 成 る 。 こ の 
河 た に 治 へ る 3 DOB (irs l~2KO 
Wa 2 AS GBI IC に し て , BE REIT YS 
OC 多量 の Hw EEO, GRIP IS 
小 量 の HRA, ARREML Biro WRK 
ELE SHALE L (BAA し て 微粒 の 
garnet rock (Ci#% L, }A2-% skarn の 外 
BeMme Vo 

BAT & Rika k YC finegrain k y 
compact の も の 又は 他 の 部 分 た て は 念 に 
生 語 算 の 集合 より 成る る ゃ の あり 。 COPE 
右 を 分 析 す れ ば , VA OTK Lk 著 し 
《 異なり magnesioferrite か 叉 は magnetite 
と magnesioferrite group と の 中 IPED % 
PPML, BICLBA SORA Cw c &— 
AZ IC BRAR(E Siberian platform を 形成 せる 
basic trap magma に 開 了 脱 そる も の と 考 へ 
DOS 2d, MAILS OREM Ly x, DK 
に は 一 般 に acidic rock に 儲 へ る が 如き 
skarn mineral の ある こと , ROM acid 


rock 1 #E~ 3 HA ODEKICISG 6% OO 
如く SiO2 & AloOg OM fnsy S (ey % Ze 
CLA ILM Ly 僅か に 存在 する 
KADAAMIO 産物 な る と と , JAW 
HO’ OOMA RHEE IK VS TC BEDI 
一 種 特別 の type に 属す る も の の 如く , 之 
CH し 閉 者 は 不 完全 な が ら も ゃ その 私 見 を 
REx V4 (Econ. Geol., 80, 783~791, 
1925) Crp BF) 
4351 Alamo gold district “MUS 
SUK E PRAISE CT Moehlman, R. S. , 
Dt Hh © Fi SEA Rea BIC EO GR 
LA CARI BE UC HH OM REE 
MEIC Vg PHELZRKORE & BT CH 
脈 は 岩 脈 の 形成 後に と 生じ た る と と を 立 謀 
20> TRIRIC 接近 を る HAL BAE, fA 
PY Ai, Hebe 1 SE © FZ wm IC MES fa, HERE 


La BME LIRIK OVER AW te 


LERSMPMLRKRENOSL EAL 
BRU & WKS B FiO WRAL is EY 
あり て , 最初 に HES TRIE A OBE 
URI & Hk L, 基 後 更に BK 溢 ひ て 
石英 , RRA, 角 関 石 等 が 形成 そら れ た る 
も % も の に し て , SMM & る こと の 時 期 に 成 生 
し 最後 に 沸 石 並 に 方 解 石 等 の WHEE 
が 件 へ Vo SRM & Us Hem 関 
HEPNTE, SIT, BEE, AGROR, woe eko 
SET DEO, EI 自然 金 等 な り 。 
と の うち 特に 磁 硫 鐵 確 と BE, AAR 


| SOB RIC Bh Ca (SAR FOI 


察し TNT FLOR A A BROS (ke 
HE VGH LESLOL HEL HH 
EMO PS CLL VBR A Bows 3 
に supergene acid solution gi gQymEgini ic 


FG Heels rt wdantar snailt: he vs 


a 


Hg 157 Pb 
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(PAL TH ER S%DLE~Y, (Econ, 
Geol., 30, 750~764, 1935) (1p BF) 


Bo mk & 


94362, 南方 プラ ジル の Gondwana FB 
の 石油 地質 Oppenheim,V. 
AS GL LEAD 7 7 Pe I IC HES BRK 
eB HS Wy EH TE © 3B #8 Be 70 Jp 
に よる 調査 結果 な り 。 西 し て 特に Paran 
Basin の 構造 に 開 し 新 な る 見 解 を 下 し 財 
つ 聞 覧 上 の 新 事 辻 よ リ Gondwana fic 
開 L, MOK OE ew, AYO wy 
REPEC CAR CK Vo MSH PERCH Cc 
は Gondwana jets < fr ye AVI FH te ¢ > Fe 
STF AIC Hee b AEE CAS te 
fee AS St, CAMAME LO he 
な し 。 Iraty の 湊 青 頁岩 層 は Gondwana 
fet & 0 Det OME—D FEE IC UC fi 
WEP OD WAELAS SL ORV, Hic 
MA77SrAKRCAABRRO BH 
JO POR Se MILLIS wo Y CB, 
Am. A. Petrl. Geol,, 19, 1725~1805, 
1935) CAA) 
9563, Florida AO ER IELOWSE 
Thorp, E. M, 
Florida shh RHEE Letokd 2 
Hua rc UL C8OLEARFE St bike US 筆者 
LES MWIMOWL > tk VP SRK 
の 研究 を 行 へ た り 。 VELEHMRKS Ste 
中 に は coralline algae 示 最 も 多く , 次 に 
mollusks, foraminifera, madreporarian, 
corals, alcyonarianspicules, Bryozoa な り 
BRINE HRY Z , Ic 少量 の 
KNB, RH LVTSL. 後者 の 一 部 


は 風 の 作 用 た に たよ ょ より て 搬 は れ た る も の な リ 
LE OVER (LRH WEL 2 
同様 な る 泥 土 結 粒 が 存在 し, 人 告 南 方 Bigh 
に 於 て は 秋 秩 石灰 が 生成 そら れつ っ ヽ あぁ あり 
RAL PVE We dH BSS ROK 
Yo 泥 土 中 の Ca, Mg は 殆ど 炭酸 物 と し 
て 存在 し , aragonite は MAH IC LCL 
等 の 一 部 は DIC BAT te 0S Bi 
分 訴 結 果 に ょ れ ば その 粒度 組成 は 海 席 地 
珍 に 左右 を られ ridge 及び 傾斜 地 の も の 
(LHLELD % OZ ( YEP ClLAMELD YO 
SB Lo MO HERE ILIA LAIRD EV te 
る も の に し て , FABKBA VENES 
LOS ARIAL BL HOMRNAIito 
aragonite を 含有 する は 他 に その 例 を 見 ざ 
る も の な り 。 ( Tortugre Laboratory, 29, 


7~120, 9353) CAA 
ny A NE DAW Ty BEM 


Condit, D. D. 
A EOI Ck NES Ht Ae 
Jt © WAR te SE, ECHR © we & te SAE, Zi 
WER CRS 堆積 層 を 示さ で る HR 
地下 水 を 日 的 と し て 工 井 を せら れ た る 井戸 
CATH, BO 兆候 の な き ASEH & HH 
し て 油田 と DCAM RE Ze 3 She BNR 
Vo RICEKOMHIC LAKE RO 
[Ax As ZS Upper Carboniferous 及び 
Permian J# iC (StH OFF OU HA 
存在 LILO AVA NMC Ik vv i Tet as 
存在 する も ゃ の な り 。 MBWHCR TA 
集 忠 に 適 管 な る He ML, TROP 
比 よ り 考 ふる も の 右 油 の 可能 性 を 期待 し 
{LM Lo MH UC LEO Mec wiv Cs 
EBD BID te SAKHBIKCH SOOTY G 
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(Ecogt. Geol., 30, &60~878, 19350 AAS) 
43 abEurope “RU SAHERA 
OP W.A.J. Mfalia. van Waterschoot 
van der Gracht, 

Belgium 及び Westfalia th Jj a Permo- 
Carboniferous foreland zone の Upp2r 
Carboniferous Jé1]3 @ 47 yh LEW Ua fi > -C Ball 
味 ボ あり , < D Ary BE Me, YH ME et Be US — fie 
地質 は Appalachian yi & ll pA te SO 
TEV og RRS IC BRIN IC HS CT Id_E RIC YEE 
KOS SFU OHA OIE & (CHE LZ OR 
Bi LAME APS LORY, LEO thao 
PEMRIEIL 2DHV,<Z O1 (kK Westfalia の 
の Munster 南 Ascheberg の も の に し て 
Wet gas を 噴出 し 30 年 後 の 今日 に 於 て ゃ も 
ft 400lbs OM NF AF SOV, th 


は Belgian Campine の Molli 3f ( 7317 | 


井 な り 。 以 上 の RRL VY 老 ふ る に , 営 地 
AVL AF ARERR FY & He NHS Y 
Ott), (B. Am. A. Petrl. Geol., 19, 
1824~1825, 1935) CAA) 
4366, 日 本 石油 地 の 鹿 分 KNX. 
ASHER Frith hae % JE A AS Avi is AS 
AH Hae ENS AT PHA D 8 っ に 分 類 せ 
ら る 。 ALAS Fiph Hb ae Ut MEA 2 tp eR 
WS XV JEW OD PRE & EE LC AAR 
に 出 づ る も の に て , ABMAETE ょ り 地 向 
斜 が 存在 し 鮮新 世 迄 に 3 I] o> Hh ese as 
行 は れ た る も の な り 。 病 し て 産油 層 は 川 
端 層 の 上 部 より 追分 層 下 部 迄 な り 。 斉 日 
本 右 油 地 淀 は 北海 道 西 南部 ょ り 苗 日 本 を 
3) BS LY AWW % Sa PC SSS 
SORV, COBHAM AE O Hh ete 
積 は 前 地 幣 の 川端 層 と 同時 に 開始 し , 中 


新 紅 の 末期 乃至 鮮新 世 の 初 期 た に 地殻 が あ 
UROSMOURME MT OV, H 
} P— id Hep Le 3 jhe aes aes L* O 
fe EP E AZT Fe S HEH AUR, we Be LI 
BIR) 9 SS ERIC EY CARAT IC BS te 
(CHER & AGH Lie S WER CBE Beh A, PA 
油田 う 。 第 三 は 第 一 の 地域 に て 鮮新 世 時 代 
に 再び 堆積 せる 地域 即ち 頭 城 統 ( 田 鹿島 う 
の 上 部 , 中 越 統 て 由利 統 〉 ら 下 部 の 鉄 け た 
る 地域 北海道 西 南部 , 青森 , REINO Ah 
地 う 7 9 Sei Ay HU ae D He BR Id a BBE 
LY WE YU WTHE LK > bP PIO HERE e 
見 る SOI し て , 石油 地層 は 中 新 世 以後 
Dorr v, ii Ct OME EH 
に 属す 。 CRF, 684, 27~38, 1936) 
CAAT 


4367, DAY viRwWORHEH 
ise Ewall, RE 


Insley, 


Kaolinite 及び Dickite の 加 き カオ ォ オリ 
Y BRT & 5~30°C/min oy Be Ag HES Be 
る 時 は , OO 著 し き BRS, tha 
方 は HEE O 然 か も 烈 し き 吸熱 現象 な 
Yo と これ は Ko HAR び amorphous 
alumina と amorphous silica の 極め C# 
Kez SGI DAT 3 WBLV, 高き 
方 な 鋭く FA LS RBR IC に し て , と これ は 
amorphous alumina ょ すり y=-Al205 の 生成 
TESBICESS カオ リン 太 物 に 於 ける 


| yAl2O3 の 生成 が amorphous alumina ょ 


』 り 高温 に 於 て 行 は る ゝ 理由 は Al20s の 
結 品 作用 に 調 し て rigid amorphous silica 
network pi ij ep SBR V, HR Al203- 


線 1}59 


= 


a #5 27(49) 


SiOs gel に 於 て る 同様 の 温度 , OM 
A ORRARRAH bir, この 際 に は mul- 
lite Yt mullite 2 y-AlLOso¥E Bw Ai 
者 の y-Al20s に 代 れ リ 。 HRSG MO 
性 質 は 物質 の 内 部 構造 に よる と 考 へ ら 
So (Jour. Res. Nat, Bur. Stand., 14, 
615~628, 1935) CAP) 

4368, AAY VIRIRMORBAR Insley, 
H., Raymond, H. E. 

Kaolinite, dickite 及び 種々 の 製法 た にょ よ 
SLAB PARC MADE GTO, BL 
INA OX 線 的 研究 を 行 ひ 熱 匂 化 の 原因 
に 就き 論じ た り 。 kaolinite %450°~580° 
C ce #RT dickite は 5509~580°C に 於 て 
吸熱 反 應 を 時 し MAA % 950°C 附近 
(CPS CHR Se BM REED, BHO 
に ょ れ ば (1) WAHL yt y > PRD 
DKA LIE Al20s 及び SiO。 の 
蜜 混合 物 に 解離 する に 因 る 。(2) 950°C 
Mp 3H DFE PALES PE MEH OD Al2O0s か ら 
yAlsO3 が AEA を 起す に 因 る 。 
CS) Biak a) VICH TC y-AlQO3 OA F 
% jm ASB AR GE | HA OY, Fe kV Ui} 
CS ERUBR LORS ORS Old Aly 
O3 と 混在 せる 非 品質 SIO2 が 減退 作用 を 
St cS % ore Y., CJour. Res. Bur. 
Stand, 14, 615~628, 1935) (4874) 
9369, BiSeRwaFoRmis Warren, B. 
E., Loring, A. D. 


FICK (a Si0n, GeO2, BeF y Koay | 


Ff OFRER DZ L, 42 延長 と し て TMK 
BUF 1B べり 。 該 試料 は 0~46 % 

Na20 Oil 7 種 の 太 子 に 就き X ad 
折 像 を tj Y EOL & % O Dintensity 


curve は sin9/).=0.12 K#ATH—OMRK 
BREA FSOARTHNE d, WO 増加 と 
大 に 極大 昧 の 大 さき さ を 減 じ , 同時 に sin 5/2 
=0.18 に 新 し き HAM BHNE VS CO 
Weg Lie S intensity curve は 計 企 上 の 
結果 と よく 一 致 せ り 。 各 Si は 4 個 の 0 に 
て 園 ま れ , その OO の 一 部 は 2 個 の Si に 共 
Ax 5S Sd, fD O (LE 1 fo Si oF 
GREY THAD Os SEHR YY ICSE VC 
SiO: OPH & BK Ls + OZER AIK 
が 位置 そる 構造 を 有 す 。 Cour. Amer. 
Cerem. Soc., 18, 269~276, 1935) C878) 
4370, REEReREOMF 不破 橘 三 。 
SiO2 72%, Ca0 12%, Na2016% な る 
成分 を 有する 砂子 の CaO を 酸化 鐵 に 置 病 
TSB, ERR Meco MEL 
CH kSwRORT © fT OFeO 
と 全 鐵 分 を FegO3 LEX SL OLOWE 
求め た り 。 FeO/FeO+Fe,03 oy 7k 
は 39.6 2 ょ り 52.7% に 及び , HF PORK 
分 量 に 比例 し て 増大 す 。 克 子 の 色 は 鐵 分 
の 少 き も の に HTC 青色 な る も, その 草 
の 増加 に 伴 ひ て Het BAUS, IS HS 
fre BI ZICBS>o BIC RRL V wi 


| 光線 の KIA Kd ke UC, BUH OK 


, Ze REM e Be LORS 
ree & ther y る ewe, 44, 15~ 
21, 昭 LIL) 【 大 株 
石 iz 
4371, SRO mA 係 。 
BME ICED B Fie EMMI IC SKS 
も の に LT, WHO Fives tye & FEE 
の 三種 を 主 な る も の と し , 内 地 に 多き 源 


#28659) 


aA i ty i KB 


綿 160 


BRERA ERNEST. Combet $L 
し て 第 三 紀 に 産 し , 威 鏡 北 道 の Bebe 
を 最も 主 な る も ゃ の と す 。 一 方 無煙 炭 は 中 
生 代 及び 古生代 に し て , ESE TH AER AL 
部 炭田 , 高原 炭田 , = WE pe HH Be OU SE Be pe FA 
等 に 産 す 。 更 に 炭 層 , eA > NB BRO 
LSC IA RU ee D BIC MT Ut, 
EEE SH OB FI し , 最後 に BAM 
CEG 3 HIRO TSE Ke & aw CO 疹 
fel: PS 2 Fe BE (ERR IN © Fie & EBS 
SAMOA LC RVD DHSS LCL EH 
Vo (石炭 時 報 , 10, 215, 昭 LOCK AR 
4372, ARRU EO RM OBA 
eRPABRERBO ME 
W., Brzustowski, H, 

AIL RU % O (REG & TN SPR 
IC/EMRDS BW Az OBA Ee UWE SLO 
に し て , BAO BECKS ペイ ィ イレ ックス 
ガラ ス 製 の 装置 を AOE MM 
CV. M. 5~102% id 500°C に て 分 解 し 
530°C HSC 53 cc/g の , 叉 灯 結 性 炭 (V.M. 
29-~35%) は 153~169 cc/g DRE IEE 
示せ Uo PRE RATKIA CIEE RUZ Y OD 
REE RK 7 E41 ン の それ が 最小 に 
ヒヒ で デー イイ ン は この間 e5V, こと に 
CE B88U°%E ICES SWAG Vag00 は 吸着 
RUBRIKD OBIE FT BS BV-C,830° 
ICE MDS BW ADAGE Va3,0 — Vasoo 
TEV, COs 低温 乾 溜 に 依り て , と 
の 試料 より 得 ら る ヽ ゝ ガス の 量 に 一 致す 。 
(Fuel, 14, 307, 1935) (K€) 


SB 老 笠 
4373, SGZICKS Super-lattice Hes 


Swietoslawski, 


Ba 


= 


の 理論 Hume-Rothery, W., Powell, 
H. M. 

合金 に た 於 て は 例 へ ば CusAu に C (a an 
に て 作製 せる その まく の も の は 立方 面 心 
格子 に し て Cu と Au の 位置 は 入り 食 れ て 
不定 な り , TECLE 焼印 し する 時 に 
は Cu と Au の 位置 が 結晶 村 造 中 の 一 定 の 
位置 を 占 む る に 至る , か か る 構 守 を super- 
lattice な る 名 前 に て 呼び , 更 に 焼鈍 に たよ 
Y CAD OEM EAT SAI B 
LCORMIC CUA V G DS BHREORE 
に つて * き Fes-Al, FeAl, CoppereGold 等 
A & HUF CRRA し その 理論 を 導 イナ けり 。 
(Z. Krist., 91, 23~47, 1935) CASAL) 
4374, Pennsylvania Jil] South Val- 
ley Hills OH BOMB Miller, 
BS ye 

Chester Valley の 南方 は 片岩 の series 
REVUE EAC 居り , 種 々 の 研究 者 に たよ 
y pre-Cambrian, Cambrian, Ordovicia 
と 考 へ ち られ た り 。 最近 の 研究 に よれ ば 
pre-Cambrian 23H 5S, 筆者 は と の 見 
解 に 同意 せ ず , Heo RREMASL, と れ 
等 の 地層 を Martinsburg @ jm 2 Yee L-c 
新 事 息 を 提供 より 。 Chester Valley x y 
DME IC Bo AR RO EE IO BEE 
CRETE AP am 0 BR OBS 
し pre-( じ Cambrian の 中 に ある 地層 は , 以 前 の 
hh ks ck Y Cambro-Ordovician と 4 
へ られ つつ ある も の な り 。 CONGO 
CUTS SERRATE ZES SB %, Het Pala- 
eozoic 2 BAIA OD の も の な り ど HERE US, 
(Bull, Geol. Soc, Am., 45, 71d~756, 
L935) CAP Py) 


第 十 五 倫 i AT ty Ti KK oy = Be 
az & & A 
BE mh Ri 
Sle PEE SREB 高橋 純一 PPIFILAELB 
鈴木 ee 0 
RBEE 瀬戸 國 用 BH=t 高根 AFF 
BEE AK KH 
FAR 常 誠 石原 富松 LA IX 小川 BRB 大 井上 義 近 
大 村 一 惑 周山 22s 金原 faz 加藤 武夫 木下 UK 
木村 «NEB 佐川 築 炊 証 te * AR BA RADE 竹内 維 彦 
立岩 ie FAB ae = 徳永 重 康 1 FE BER EB PRA EB 
EF HH SAR ER 原田 準 平 iis FA 連 JEN 幸一 fic hh 
保科 正昭 A AOS 松本 唯一 松山 SEG 松原 厚 
井上 啓之 助 yay = aes (e003 ee, e833 山根 = Bre 
piaenmmiate (5 1) 
KR 啓一 河野 end Se ANE = Jt 瀬戸 BIR 高橋 純一 
iA BE wa he 勝利 鈴 見 志津 夫 由 野 fe fe 根本 RE 
待 場 | OU VARS HR KE PRR we BA 
A= A @ iA Pf 
Pare een (i ert AG APIS KARA 
昭和 十 一 年 三 月 一 8 Bfr HABARDRRKSS 
% BARR 
Aen & 根 腔 利 
Hate REE TTS CRI 8 8 2538) 
AN Ze 7B RAG i BK Se Ea A me = fe ran 
phere | PTE R SH cia) 
BURA wy iy 義 ne = Hw 
Me hae 
Ep Oo) 者 PRR ik EG 
DACRE: Tie H gcse aL T TATA a ih 
5a a fi 3 = 
鈴 木 f& 算 系 京 i 
Bee) aR 6088 
eS = 
が Nee He) 3 園 30 98 
休 益 市 吉 業 院 丁 太 番 地 re RK] 6 IAL 5.0 38 
He dé FM il] #R KS ik 本 誌 廣 告 料 ial A 20 A 
3 2878 860% 生年 以上 連載 は 4 割引 
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